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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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内閣府だより

首里城復元へ　「首里城復元に向けた技術検討委員会」を開催！
首里城復興モデルコース

令和２年度沖縄振興予算（案）
沖縄の自立的発展、県民の暮らしの向上を目指し、3,010億円を計上

第８回ものづくり日本大賞（優秀賞）
ミヤギパッケージより５名受賞

～省エネで経営力アップ～ Vol.4 製造業編

社会科やマーケティング科目に｢独占禁止法教室｣を取り入れてみませんか！
～出前授業～

「財務専門官」の魅力発信中！～試験申込期間（3月27日- 4月8日）～

地域社会のニーズへの対応と収益確保～行政財産の積極的な活用～

琉球大学における特別講義の開催～日本の財政の現状と課題～

船員の特定最低賃金が改正されます～二業種とも1,100円引き上げ～

安全な車社会のために（街頭検査について）

農林高等学校等における就農・就業に向けた講演会を開催しました

「ビジネス視点でSDGsアクション」始めてみませんか？

沖縄の地域資源を活かした商品開発支援の取組について

表面処理技術の定着に向けて

やんばるの森ビジターセンター  グランドオープン
衛藤大臣の沖縄訪問
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　令和元年10月の火災により焼失した、首里城正殿等の復元のための計画策定に向け、令和元年11月に「首里
城の復元のための関係閣僚会議（議長：内閣官房長官）」が立ち上げられました。12月11日には、第3回の同会議
において「首里城復元に向けた基本的な方針」が決定されました。これを受けて沖縄総合事務局では、「首里城復
元に向けた技術検討委員会」を設置、12月27日に第1回委員会を開催致しました。

　令和元年10月の火災により焼失した、首里城正殿等の復元のための計画策定に向け、令和元年11月に「首里
城の復元のための関係閣僚会議（議長：内閣官房長官）」が立ち上げられました。12月11日には、第3回の同会議
において「首里城復元に向けた基本的な方針」が決定されました。これを受けて沖縄総合事務局では、「首里城復
元に向けた技術検討委員会」を設置、12月27日に第1回委員会を開催致しました。

「首里城復元に向けた技術検討委員会」を開催！
首里城復元へ

　首里城復元に向けた技術検討委員会は、高良倉吉琉球大学名誉教授を委員長とし、歴史・文化、文化財、建築
物、彩色、防火対策、公園・観光の各方面分野の有識者を委員、各関係省庁を協力委員として設置しています。
　今回開催された、第1回委員会では、前回復元時の基本的考え方を踏襲することを確認し、また、防火対策、材
料調達の考え方等を議論し、さらに3つのWG（防災WG、木材・瓦類WG、彩色・彫刻WG）の設置を確認しまし
た。年度内に「首里城正殿等の復元工程表策定に向けた技術的検討に関する報告（仮称）」をとりまとめる予定で
す。
　　　　
　上記の委員会やWGの開催、沖縄県や関係省庁との調整業務に対応する必要があることから、首里城正殿等
の復元及び整備に係る事業の推進体制を強化するため、令和2年1月1日付けをもって、沖縄総合事務局に首里
城復元整備推進室を設置しました。緊急増員された5名を含む、計14名の体制で、1日も早い首里城の復元に取
り組んで参ります。

　首里城復元に向けた技術検討委員会は、高良倉吉琉球大学名誉教授を委員長とし、歴史・文化、文化財、建築
物、彩色、防火対策、公園・観光の各方面分野の有識者を委員、各関係省庁を協力委員として設置しています。
　今回開催された、第1回委員会では、前回復元時の基本的考え方を踏襲することを確認し、また、防火対策、材
料調達の考え方等を議論し、さらに3つのWG（防災WG、木材・瓦類WG、彩色・彫刻WG）の設置を確認しまし
た。年度内に「首里城正殿等の復元工程表策定に向けた技術的検討に関する報告（仮称）」をとりまとめる予定で
す。
　　　　
　上記の委員会やWGの開催、沖縄県や関係省庁との調整業務に対応する必要があることから、首里城正殿等
の復元及び整備に係る事業の推進体制を強化するため、令和2年1月1日付けをもって、沖縄総合事務局に首里
城復元整備推進室を設置しました。緊急増員された5名を含む、計14名の体制で、1日も早い首里城の復元に取
り組んで参ります。
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首里城正殿等　火災状況

首里城　正殿（平成4年復元時）

令和元年度　第1回首里城復元に向けた技術検討委員会
（令和元年12月27日）
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内閣府沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所 /沖縄県土木建築部都市公園課
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お問合せ：首里城公園管理センター TEL：098-886-2020 FAX：098-886-2022
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令和２年度沖縄振興予算（案）
沖縄の自立的発展、県民の暮らしの向上を

目指し、3,010億円を計上
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す
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
、
引
き
続
き
、
国
家
戦
略
と

し
て
沖
縄
振
興
策
を
総
合
的
・
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

数久田 IC完成イメージ

那覇空港　航空写真（令和元年 11月）

牧山ファームポンド (宮古伊良部 )

底原ダム（石垣島）

ICTを活用した町営塾（与那国町） 沖縄都市モノレールの整備

地下ダム止水壁の施工状況（宮古伊良部）

石垣港（新港地区）旅客船ターミナル

　
空
港
整
備
の
推
進

（
那
覇
空
港
の
機
能
強
化
等
）

　
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
那

覇
空
港
の
地
理
的
な
優
位
性
・
潜
在

力
を
活
か
し
、
今
後
の
更
な
る
旅
客

需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
空
港
施

設
等
の
機
能
強
化
を
推
進
し
ま
す
。   

　
ま
た
、
那
覇
空
港
以
外
の
離
島
空

港
も
含
め
て
、
浸
水
対
策
な
ど
の
防

災
・
減
災
・
安
全
対
策
、
空
港
施
設

の
老
朽
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　農
業
農
村
整
備
の
主
要
事
業

●
宮
古
伊
良
部
地
区（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

事
業
期
間
：
二
〇
〇
九
〜
二
〇
二
三
年
度
（
予
定
）

主
な
施
設
：
地
下
ダ
ム
新
設
二
ヶ
所
、
貯

水
池
新
設
一
ヶ
所
、
揚
水
機

場
新
設
六
ヶ
所
、
用
水
路
新

設
五
五
㎞

●
石
垣
島
地
区（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

事
業
期
間
：
二
〇
一
四
〜
二
〇
二
五
年
度
（
予
定
）

主
な
施
設
：
ダ
ム
改
修
五
ヶ
所
、
頭
首
工

改
修
三
ヶ
所
、
揚
水
機
場
新

設
・
改
修
六
ヶ
所
、
用
水
路

新
設
・
改
修
一
〇
五
㎞

●
宮
古
地
区（
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
）

事
業
期
間
：
二
〇
一
七
〜
二
〇
二
〇
年
度
（
予
定
）

主
な
施
設
：
用
水
路
改
修
六
・
四
㎞

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

　
港
湾
整
備
の
主
要
事
業

●
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
環
境
の
整
備

①
那
覇
港

整
備
内
容：岸
壁（
-12
m
）、泊
地（
-12
m
）、

　
　
　
　 

ふ
頭
用
地
等

事
業
主
体：沖
縄
総
合
事
務
局
、

　
　
　
　 

那
覇
港
管
理
組
合

②
石
垣
港

整
備
内
容：岸
壁（
-10
m
）、泊
地（
-10
m
）、

　
　
　
　 

防
波
堤
　
等

事
業
主
体：沖
縄
総
合
事
務
局
、石
垣
市
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沖
縄
の
観
光
や
日
本
と
ア
ジ
ア

を
結
ぶ
物
流
の
発
展
、
県
民
の
暮

ら
し
の
向
上
を
支
え
る
道
路
、
港

湾
、
空
港
、
農
林
水
産
業
振
興
の

た
め
に
必
要
な
生
産
基
盤
な
ど
の

社
会
資
本
の
整
備
、
学
校
施
設
の

耐
震
化
や
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
、
ま
た
、
昨
年
一
〇
月
の
火
災

に
よ
り
焼
失
し
た
首
里
城
に
つ
い

て
、
首
里
城
復
元
の
た
め
の
関
係

閣
僚
会
議
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た

「
首
里
城
復
元
に
向
け
た
基
本
的

な
方
針
」
に
基
づ
き
、
復
元
に
向

け
た
取
組
等
を
着
実
に
実
施
す
る

た
め
、
一
四
二
〇
億
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
道
路
整
備
の
主
要
事
業

●
一
般
国
道
58
号
名
護
東
道
路

事
業
区
間
：
名
護
市
伊
差
川

〜
名
護
市
数
久
田

延
　
　
長
：
六
・
八
㎞

車 

線 

数
：
4

事
業
主
体
：
沖
縄
総
合
事
務
局

公
共
事
業
関
係
経
費
等

　
沖
縄
の
実
情
に
即
し
て
よ
り
的
確

か
つ
効
果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た

め
、
沖
縄
振
興
に
資
す
る
事
業
を
県

が
自
主
的
な
選
択
に
基
づ
い
て
実
施

で
き
る
一
括
交
付
金
と
し
て
、
一
〇

一
四
億
円
（
ソ
フ
ト
交
付
金
五
二
二

億
円
・
ハ
ー
ド
交
付
金
四
九
二
億
円
）

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

令和２年度沖縄振興予算（案）
沖縄の自立的発展、県民の暮らしの向上を

目指し、3,010億円を計上

　沖
縄
は
、
成
長
が
著
し
い
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
地
理
的
特
性
や
全
国
一
高
い
出

生
率
な
ど
、
大
き
な
優
位
性
と
潜
在
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
、
引
き
続
き
、
国
家
戦
略
と

し
て
沖
縄
振
興
策
を
総
合
的
・
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

数久田 IC完成イメージ
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潜
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需
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で
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港
施

設
等
の
機
能
強
化
を
推
進
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ま
す
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ま
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、
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空
港
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も
含
め
て
、
浸
水
対
策
な
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。

　農
業
農
村
整
備
の
主
要
事
業

●
宮
古
伊
良
部
地
区（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

事
業
期
間
：
二
〇
〇
九
〜
二
〇
二
三
年
度
（
予
定
）

主
な
施
設
：
地
下
ダ
ム
新
設
二
ヶ
所
、
貯

水
池
新
設
一
ヶ
所
、
揚
水
機

場
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設
六
ヶ
所
、
用
水
路
新

設
五
五
㎞

●
石
垣
島
地
区（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

事
業
期
間
：
二
〇
一
四
〜
二
〇
二
五
年
度
（
予
定
）

主
な
施
設
：
ダ
ム
改
修
五
ヶ
所
、
頭
首
工

改
修
三
ヶ
所
、
揚
水
機
場
新

設
・
改
修
六
ヶ
所
、
用
水
路

新
設
・
改
修
一
〇
五
㎞

●
宮
古
地
区（
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
）

事
業
期
間
：
二
〇
一
七
〜
二
〇
二
〇
年
度
（
予
定
）

主
な
施
設
：
用
水
路
改
修
六
・
四
㎞

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

　
港
湾
整
備
の
主
要
事
業

●
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
環
境
の
整
備

①
那
覇
港

整
備
内
容：岸
壁（
-12
m
）、泊
地（
-12
m
）、

　
　
　
　 

ふ
頭
用
地
等

事
業
主
体：沖
縄
総
合
事
務
局
、

　
　
　
　 

那
覇
港
管
理
組
合

②
石
垣
港

整
備
内
容：岸
壁（
-10
m
）、泊
地（
-10
m
）、

　
　
　
　 

防
波
堤
　
等

事
業
主
体：沖
縄
総
合
事
務
局
、石
垣
市
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ソ
フ
ト
一
括
交
付
金
を
補
完
し
、

特
に
沖
縄
の
自
立
的
発
展
に
資
す
る

事
業
で
あ
っ
て
、
機
動
性
を
も
っ
て

迅
速
・
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
市
町
村

等
の
事
業
に
推
進
す
る
た
め
、
五
五

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
物
流
拠
点
を
活
用
し
た
先
進

的
な
も
の
づ
く
り
産
業
の
創
出
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
産
業
人
材
の
育

成
等
を
通
じ
た
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
等
を
推
進
す
る
た
め
、
一
三
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
製
糖
業
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
人
材
確
保
対
策
、
市
町
村
に
よ
る

季
節
工
の
宿
舎
整
備
、
沖
縄
県
産
黒

糖
の
需
要
拡
大
・
安
定
供
給
対
策
を

支
援
し
、
沖
縄
製
糖
業
の
体
制
強
化

を
推
進
す
る
た
め
、
一
二
億
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
離
島
に
お
け
る
海
底
送
電

ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
等
を
支
援
す
る
た

め
、
一
一
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
や
、
県
内

企
業
等
の
働
き
方
改
革
・
企
業
価
値

向
上
に
資
す
る
よ
う
、
既
存
施
設
の

改
修
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整

備
・
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、
三
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
を

行
い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
拠

点
と
な
る
た
め
、
新
研
究
棟
建
設
や

新
規
教
員
採
用
な
ど
規
模
拡
充
に
向

け
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

O
I
S
T
等
を
核
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
の
推

進
を
図
る
た
め
、
二
〇
三
億
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
お
い

て
、
琉
球
大
学
医
学
部
及
び
同
附
属

病
院
の
移
設
を
核
と
し
た
沖
縄
健
康

医
療
拠
点
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め

八
九
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
観

点
か
ら
、
北
部
地
域
の
連
携
促
進
と

自
立
的
発
展
の
条
件
整
備
と
し
て
、

産
業
振
興
や
定
住
条
件
の
整
備
等
の

た
め
三
五
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　（
公
共
分
と
合
わ
せ
て
六
一
億
円
）

　
厳
し
い
自
然
的
・
社
会
的
条
件
に

置
か
れ
て
い
る
沖
縄
の
離
島
市
町
村

の
先
導
的
な
事
業
を
支
援
す
る
た

め
、
一
五
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

第５研究棟
（完成イメージ）

現在の琉球大学医学部及び
同附属病院

ドローンを活用した
物資輸送実証事業
（竹富町）

子供達に対する取組の様子

県内コワーキング施設の例

名護・やんばるの自然と
文化拠点施設整備事業（名護市）

完成イメージ

※四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない。

（単位：百万円、%）

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
O
I
S
T
）

沖
縄
小
規
模
離
島
生
活
基
盤
整
備
推
進
事
業（
新
規
）

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

北
部
振
興
事
業（
非
公
共
）

沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費

沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業（
新
規
）

沖
縄
製
糖
業
体
制
強
化
対
策
事
業

沖
縄
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

　
沖
縄
の
将
来
を
担
う
子
供
達
が
直

面
す
る
深
刻
な
貧
困
の
状
況
に
緊
急

に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
員
の
配
置

や
居
場
所
づ
く
り
を
集
中
的
に
行
う

た
め
一
四
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

令和２年度内閣府沖縄担当部局予算（案）

※令和２年度内閣府沖縄担当部局予算（案）については、以下の内閣府ホームページもご参照ください。
https://www8.cao.go.jp/okinawa/3/33.html

検索内閣府　沖縄担当部局の予算

１　公共事業関係費等
　　（１）公共事業関係費
　　（２）沖縄教育振興事業費
２　沖縄振興交付金事業推進費
　　（１）沖縄振興特別推進交付金
　　（２）沖縄振興公共投資交付金
３　沖縄科学技術大学院大学学園関連経費
　　（１）沖縄科学技術大学院大学学園運営費
　　（２）沖縄科学技術大学院大学学園施設整備費
４　沖縄健康医療拠点整備経費
５　沖縄北部連携促進特別振興事業費
６　沖縄離島活性化推進事業費
７　沖縄子供の貧困緊急対策経費
８　沖縄産業イノベーション創出事業費
　　（１）沖縄国際物流拠点活用推進事業費
　　（２）沖縄型産業中核人材育成事業費
　　（３）沖縄力発見創造事業費
９　沖縄製糖業体制強化対策事業
10  沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業費
11  沖縄観光防災力強化支援事業費
12  沖縄・地域安全パトロール事業費
13  沖縄テレワーク推進事業費
14  駐留軍用地跡地利用推進経費
15  沖縄の人材育成事業
16  沖縄酒類製造業の自立的経営促進事業
17  交通環境創造事業推進調査費
18  鉄軌道等導入課題詳細調査
19  戦後処理経費
　　（１）不発弾等対策経費
　　（２）対馬丸遭難学童遺族給付経費
　　（３）対馬丸平和祈念事業経費
　　（４）位置境界明確化経費
　　（５）沖縄戦関係資料閲覧室事業経費
　　（６）所有者不明土地問題の解決に向けた実態調査
20  沖縄振興開発金融公庫経費
　　（１）沖縄振興開発金融公庫補給金
　　（２）沖縄振興開発金融公庫出資金
21  沖縄振興推進調査費
22  交通モード多様化事業推進調査費
23  沖縄振興特定事業推進費
24  その他の経費

141,994
133,998
7,996

101,356
52,173
49,183
20,349
16,917
3,432
8,887
3,450
1,480
1,437
1,343
939
334
70

1,183
1,069
950
868
341
255
183
142
125
100
3,068
2,956

2
21
9
8
72
895
695
200
50
10

5,500
6,003

301,038 301,034 4 100.0

142,045
134,049
7,996

109,333
56,116
53,217
19,622
17,507
2,115
5,882
3,450
1,200
1,309
1,342
939
333
70

1,173
0

950
868
0

255
272
112
125
100
3,083
2,961

3
21
9
8
82
895
495
400
50
10

3,000
5,956

△ 51
△ 51
0

△ 7,977
△ 3,943
△ 4,034

727
△ 591
1,317
3,004

0
280
128
0
0
0
0
10

1,069
0
0

341
△ 0
△ 89
30
0
0

△ 16
△ 5
△ 1
0
0
0

△ 9
0

200
△ 200

0
0

2,500
47

100.0
100.0
100.0
92.7
93.0
92.4
103.7
96.6
162.3
151.1
100.0
123.3
109.8
100.0
100.0
100.1
100.3
100.9
( 皆増 )
100.0
100.0
( 皆増 )
100.0
67.3
126.8
100.0
100.0
99.5
99.8
58.5
100.0
101.0
101.5
88.4
100.0
140.4
50.0
100.0
100.0
183.3
100.8

事　　　　　項

合　　　　　計

令和２年度
予算（案）

前年度
予算額

前年度対比
増△減額 比率
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ソ
フ
ト
一
括
交
付
金
を
補
完
し
、

特
に
沖
縄
の
自
立
的
発
展
に
資
す
る

事
業
で
あ
っ
て
、
機
動
性
を
も
っ
て

迅
速
・
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
市
町
村

等
の
事
業
に
推
進
す
る
た
め
、
五
五

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
物
流
拠
点
を
活
用
し
た
先
進

的
な
も
の
づ
く
り
産
業
の
創
出
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
産
業
人
材
の
育

成
等
を
通
じ
た
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
等
を
推
進
す
る
た
め
、
一
三
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
製
糖
業
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
人
材
確
保
対
策
、
市
町
村
に
よ
る

季
節
工
の
宿
舎
整
備
、
沖
縄
県
産
黒

糖
の
需
要
拡
大
・
安
定
供
給
対
策
を

支
援
し
、
沖
縄
製
糖
業
の
体
制
強
化

を
推
進
す
る
た
め
、
一
二
億
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
離
島
に
お
け
る
海
底
送
電

ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
等
を
支
援
す
る
た

め
、
一
一
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
や
、
県
内

企
業
等
の
働
き
方
改
革
・
企
業
価
値

向
上
に
資
す
る
よ
う
、
既
存
施
設
の

改
修
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整

備
・
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、
三
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
を

行
い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
際
拠

点
と
な
る
た
め
、
新
研
究
棟
建
設
や

新
規
教
員
採
用
な
ど
規
模
拡
充
に
向

け
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

O
I
S
T
等
を
核
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
の
推

進
を
図
る
た
め
、
二
〇
三
億
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
お
い

て
、
琉
球
大
学
医
学
部
及
び
同
附
属

病
院
の
移
設
を
核
と
し
た
沖
縄
健
康

医
療
拠
点
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め

八
九
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
観

点
か
ら
、
北
部
地
域
の
連
携
促
進
と

自
立
的
発
展
の
条
件
整
備
と
し
て
、

産
業
振
興
や
定
住
条
件
の
整
備
等
の

た
め
三
五
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　（
公
共
分
と
合
わ
せ
て
六
一
億
円
）

　
厳
し
い
自
然
的
・
社
会
的
条
件
に

置
か
れ
て
い
る
沖
縄
の
離
島
市
町
村

の
先
導
的
な
事
業
を
支
援
す
る
た

め
、
一
五
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

第５研究棟
（完成イメージ）

現在の琉球大学医学部及び
同附属病院

ドローンを活用した
物資輸送実証事業
（竹富町）

子供達に対する取組の様子

県内コワーキング施設の例

名護・やんばるの自然と
文化拠点施設整備事業（名護市）

完成イメージ

※四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない。

（単位：百万円、%）

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
O
I
S
T
）

沖
縄
小
規
模
離
島
生
活
基
盤
整
備
推
進
事
業（
新
規
）

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
整
備
経
費

北
部
振
興
事
業（
非
公
共
）

沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費

沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業（
新
規
）

沖
縄
製
糖
業
体
制
強
化
対
策
事
業

沖
縄
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業

　
沖
縄
の
将
来
を
担
う
子
供
達
が
直

面
す
る
深
刻
な
貧
困
の
状
況
に
緊
急

に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
員
の
配
置

や
居
場
所
づ
く
り
を
集
中
的
に
行
う

た
め
一
四
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

令和２年度内閣府沖縄担当部局予算（案）

※令和２年度内閣府沖縄担当部局予算（案）については、以下の内閣府ホームページもご参照ください。
https://www8.cao.go.jp/okinawa/3/33.html

検索内閣府　沖縄担当部局の予算

１　公共事業関係費等
　　（１）公共事業関係費
　　（２）沖縄教育振興事業費
２　沖縄振興交付金事業推進費
　　（１）沖縄振興特別推進交付金
　　（２）沖縄振興公共投資交付金
３　沖縄科学技術大学院大学学園関連経費
　　（１）沖縄科学技術大学院大学学園運営費
　　（２）沖縄科学技術大学院大学学園施設整備費
４　沖縄健康医療拠点整備経費
５　沖縄北部連携促進特別振興事業費
６　沖縄離島活性化推進事業費
７　沖縄子供の貧困緊急対策経費
８　沖縄産業イノベーション創出事業費
　　（１）沖縄国際物流拠点活用推進事業費
　　（２）沖縄型産業中核人材育成事業費
　　（３）沖縄力発見創造事業費
９　沖縄製糖業体制強化対策事業
10  沖縄小規模離島生活基盤整備推進事業費
11  沖縄観光防災力強化支援事業費
12  沖縄・地域安全パトロール事業費
13  沖縄テレワーク推進事業費
14  駐留軍用地跡地利用推進経費
15  沖縄の人材育成事業
16  沖縄酒類製造業の自立的経営促進事業
17  交通環境創造事業推進調査費
18  鉄軌道等導入課題詳細調査
19  戦後処理経費
　　（１）不発弾等対策経費
　　（２）対馬丸遭難学童遺族給付経費
　　（３）対馬丸平和祈念事業経費
　　（４）位置境界明確化経費
　　（５）沖縄戦関係資料閲覧室事業経費
　　（６）所有者不明土地問題の解決に向けた実態調査
20  沖縄振興開発金融公庫経費
　　（１）沖縄振興開発金融公庫補給金
　　（２）沖縄振興開発金融公庫出資金
21  沖縄振興推進調査費
22  交通モード多様化事業推進調査費
23  沖縄振興特定事業推進費
24  その他の経費

141,994
133,998
7,996

101,356
52,173
49,183
20,349
16,917
3,432
8,887
3,450
1,480
1,437
1,343
939
334
70

1,183
1,069
950
868
341
255
183
142
125
100
3,068
2,956

2
21
9
8
72
895
695
200
50
10

5,500
6,003

301,038 301,034 4 100.0

142,045
134,049
7,996

109,333
56,116
53,217
19,622
17,507
2,115
5,882
3,450
1,200
1,309
1,342
939
333
70

1,173
0

950
868
0

255
272
112
125
100
3,083
2,961

3
21
9
8
82
895
495
400
50
10

3,000
5,956

△ 51
△ 51
0

△ 7,977
△ 3,943
△ 4,034

727
△ 591
1,317
3,004

0
280
128
0
0
0
0
10

1,069
0
0

341
△ 0
△ 89
30
0
0

△ 16
△ 5
△ 1
0
0
0

△ 9
0

200
△ 200

0
0

2,500
47

100.0
100.0
100.0
92.7
93.0
92.4
103.7
96.6
162.3
151.1
100.0
123.3
109.8
100.0
100.0
100.1
100.3
100.9
( 皆増 )
100.0
100.0
( 皆増 )
100.0
67.3
126.8
100.0
100.0
99.5
99.8
58.5
100.0
101.0
101.5
88.4
100.0
140.4
50.0
100.0
100.0
183.3
100.8

事　　　　　項

合　　　　　計

令和２年度
予算（案）

前年度
予算額

前年度対比
増△減額 比率
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過
去
の
受
賞
者
の
ほ
と
ん
ど
が
受
賞
効
果
の
高

さ
を
実
感
し
、「
従
業
員
の
意
欲
向
上
」、「
マ
ス
コ

　
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
は
、
製
造
・
生
産
現
場

の
中
核
を
担
って
い
る
中
堅
人
材
や
伝
統
的
・
文
化

的
な
「
技
」
を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、
今
後
を

担
う
若
者
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
っ

て
い
る
各
世
代
の
人
材
の
う
ち
、
特
に
優
秀
と
認
め

ら
れ
る
人
材
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

■
第
8
回
で
は
、
5
部
門
（
①
製
造
・
生
産
プ
ロ

セ
ス
、②
製
品
・
技
術
開
発
、③
伝
統
技
術
の
応
用
、

④C
onnected Industries-

優
れ
た
連
携
、⑤

人
材
育
成
支
援
）
で
公
募
を
行
い
、
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
結
果
、
株
式
会
社
ミ
ヤ
ギ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、「
②
製
品
・
技
術
開
発
」
部
門
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
県
内
の
お
土
産
品
や
泡
盛
な
ど
の
様
々

な
包
装
、
梱
包
資
材
の
幅
広
い
紙
器
容
器
を
製
造

す
る
老
舗
企
業
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
造
は一般
的

に
受
注
生
産
が
殆
ど
で
す
が
、
他
社
と
差
別
化
を

図
り
、
価
格
競
争
を
打
破
す
る
た
め
に
「
創
造
型

企
業
へ
の
転
換
」
が
必
要
と
考
え
、
商
品
の
コ
ン
セ

プ
ト
段
階
か
ら
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
い
商
品
を
製
造
す
る
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
も
の
づ

く
り
補
助
金
（
経
済
産
業
省
）
の
活
用
に
よ
り
、

特
殊
加
工
機
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
凸
版
を
不
要

と
す
る
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
3
D
ニ
ス
や
金
箔
の

塗
布
を
可
能
と
し
、
高
級
感
や
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン

表
現
す
る
な
ど
商
品
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
コ
ス
ト
削
減
、
品
質
向
上
、
製
作
日
数
の
短

縮
な
ど
の
、
差
別
化
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
力
に
、
最
新

機
器
に
よ
る
3
D
金
箔
加
工
を
取
り
入
れ
デ
ザ
イ

ン
し
た
高
付
加
価
値
商
品
で
あ
る
「O

RIG
A
M
I 

SA
M
U
RA
I

」
を
開
発
し
、
国
内
に
お
い
て
は
知

財
戦
略
と
し
て
商
標
を
登
録
し
ま
し
た
。
海
外
の

顧
客
を
視
野
に
入
れ
、
自
社
技
術
に
よ
っ
て
パ
ー
ツ

数
を
限
り
な
く
少
な
く
設
計
し
、
組
み
立
て
は
シ

ン
プ
ル
に
「
の
り
」
も
「
は
さ
み
」
も
必
要
な
く
制

作
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
同
商
品
は
、
世
界
最
大
級
の
国
際
見
本
市
「
メ

ゾ
ン
エ
オ
ブ
ジ
ェ
」
出
展
を
契
機
に
ブ
ラ
ン
ド
力
が

高
め
ら
れ
、
パ
リ
の
美
術
館
や
ド
イ
ツ
の
百
貨
店
な

ど
への
販
売
実
績
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、欧
州
各
国
、

欧
米
な
ど
の
世
界
の
ハ
イ
エ
ン
ド
市
場
へ
販
売
・
物

流
チ
ャ
ネ
ル
を
構
築
し
て
お
り
、
開
拓
し
た
販
路
は

新
た
な
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
今

後
は
、
企
業
ロ
ゴ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
家
紋
の
よ

う
に
入
れ
る
な
ど
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
商
品
開
発
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
1
月
29
日
に
表
彰
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
技
術
力
を
活
か
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「O

RIG
A
M
I

　SA
M
U
RA
I

」

を
き
っ
か
け
に
高
付
加
価
値
の
商
品
提
案
を
！
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
森
武
司
氏
、
崎
原
光
明
氏
、
西

里
完
氏
、
安
里
正
弘
氏
、
島
袋
伊
吹
樹
氏
の
5
名

が
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
、
森
氏
及
び
崎
原
氏
に
対
し
て
、

当
局
の
仲
程
次
長
よ
り
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
パッ
ケ
ー
ジ
技
術

を
活
か
し
た
高
付
加
価
値
の
パッ
ケ
ー
ジ
商
品
が
国

内
外
の
市
場
へ
展
開
さ
れ
こ
と
や
、
歴
史
文
化
を

題
材
と
し
た
コ
ト
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
森
氏
か
ら
、日
本
で
の
百
貨
店
（
丸
井
、ロ
フ
ト
、

東
急
ハ
ン
ズ
な
ど
）、
海
外
で
の
パ
リ
の
ユ
ニ
ク
ロ
、

イ
タ
リ
ア
の
ブ
テ
ィッ
ク
、
博
物
館
な
ど
と
の
取
引

や
、
昨
年
１０
月
に
シ
ー
バ
ス
リ
ー
ガ
ル
（
ベ
ル
ノ
リ

カ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
）
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
製
造
販

売
に
係
る
報
告
が
あ
り
、
ま
た
、
今
後
は
カ
ス
タ
ム

発
注
が
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
（
優
秀
賞
）

ミ
ヤ
ギ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
よ
り
５
名
受
賞

ORIGAMI SAMURAIメゾンエオブジェへの出展風景
右から、仲程次長（沖縄総合事務局）、崎原主任（ミヤギパッケージ）、
森取締役（ミヤギパッケージ）、本道経済産業部長（沖縄総合事務局）

シーバスリーガルの
ノベルティ

1
．も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
と
は

3
．OR

IG
A
M
I SA

M
U
R
A
I

と
は

5
．受
賞
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

2
．創
造
型
企
業
へ
の
転
換

4
．第
8
回
も
の
づ
く
り

　
　
　 

　
　
　
　日
本
大
賞
　表
彰
式

ミ
か
ら
の
取
材
が
増
加
」、「
企
業
信
用
力
の
向
上
」

に
加
え
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
効
果
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

を
通
し
て
本
製
品
・
技
術
の
認
知
が
広
が
る
な
ど

の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
同
社
に
お
い
て
も
、

既
に
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
お
り
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　経
済
産
業
部
　地
域
経
済
課
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過
去
の
受
賞
者
の
ほ
と
ん
ど
が
受
賞
効
果
の
高

さ
を
実
感
し
、「
従
業
員
の
意
欲
向
上
」、「
マ
ス
コ

　
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
は
、
製
造
・
生
産
現
場

の
中
核
を
担
って
い
る
中
堅
人
材
や
伝
統
的
・
文
化

的
な
「
技
」
を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、
今
後
を

担
う
若
者
人
材
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
っ

て
い
る
各
世
代
の
人
材
の
う
ち
、
特
に
優
秀
と
認
め

ら
れ
る
人
材
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

■
第
8
回
で
は
、
5
部
門
（
①
製
造
・
生
産
プ
ロ

セ
ス
、②
製
品
・
技
術
開
発
、③
伝
統
技
術
の
応
用
、

④C
onnected Industries-

優
れ
た
連
携
、⑤

人
材
育
成
支
援
）
で
公
募
を
行
い
、
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
結
果
、
株
式
会
社
ミ
ヤ
ギ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、「
②
製
品
・
技
術
開
発
」
部
門
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
県
内
の
お
土
産
品
や
泡
盛
な
ど
の
様
々

な
包
装
、
梱
包
資
材
の
幅
広
い
紙
器
容
器
を
製
造

す
る
老
舗
企
業
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
造
は一般
的

に
受
注
生
産
が
殆
ど
で
す
が
、
他
社
と
差
別
化
を

図
り
、
価
格
競
争
を
打
破
す
る
た
め
に
「
創
造
型

企
業
へ
の
転
換
」
が
必
要
と
考
え
、
商
品
の
コ
ン
セ

プ
ト
段
階
か
ら
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
い
商
品
を
製
造
す
る
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
も
の
づ

く
り
補
助
金
（
経
済
産
業
省
）
の
活
用
に
よ
り
、

特
殊
加
工
機
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
凸
版
を
不
要

と
す
る
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
3
D
ニ
ス
や
金
箔
の

塗
布
を
可
能
と
し
、
高
級
感
や
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン

表
現
す
る
な
ど
商
品
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
コ
ス
ト
削
減
、
品
質
向
上
、
製
作
日
数
の
短

縮
な
ど
の
、
差
別
化
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
力
に
、
最
新

機
器
に
よ
る
3
D
金
箔
加
工
を
取
り
入
れ
デ
ザ
イ

ン
し
た
高
付
加
価
値
商
品
で
あ
る
「O

RIG
A
M
I 

SA
M
U
RA
I

」
を
開
発
し
、
国
内
に
お
い
て
は
知

財
戦
略
と
し
て
商
標
を
登
録
し
ま
し
た
。
海
外
の

顧
客
を
視
野
に
入
れ
、
自
社
技
術
に
よ
っ
て
パ
ー
ツ

数
を
限
り
な
く
少
な
く
設
計
し
、
組
み
立
て
は
シ

ン
プ
ル
に
「
の
り
」
も
「
は
さ
み
」
も
必
要
な
く
制

作
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
同
商
品
は
、
世
界
最
大
級
の
国
際
見
本
市
「
メ

ゾ
ン
エ
オ
ブ
ジ
ェ
」
出
展
を
契
機
に
ブ
ラ
ン
ド
力
が

高
め
ら
れ
、
パ
リ
の
美
術
館
や
ド
イ
ツ
の
百
貨
店
な

ど
への
販
売
実
績
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、欧
州
各
国
、

欧
米
な
ど
の
世
界
の
ハ
イ
エ
ン
ド
市
場
へ
販
売
・
物

流
チ
ャ
ネ
ル
を
構
築
し
て
お
り
、
開
拓
し
た
販
路
は

新
た
な
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
今

後
は
、
企
業
ロ
ゴ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
家
紋
の
よ

う
に
入
れ
る
な
ど
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
商
品
開
発
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
1
月
29
日
に
表
彰
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
技
術
力
を
活
か
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「O

RIG
A
M
I

　SA
M
U
RA
I

」

を
き
っ
か
け
に
高
付
加
価
値
の
商
品
提
案
を
！
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
森
武
司
氏
、
崎
原
光
明
氏
、
西

里
完
氏
、
安
里
正
弘
氏
、
島
袋
伊
吹
樹
氏
の
5
名

が
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
、
森
氏
及
び
崎
原
氏
に
対
し
て
、

当
局
の
仲
程
次
長
よ
り
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
パッ
ケ
ー
ジ
技
術

を
活
か
し
た
高
付
加
価
値
の
パッ
ケ
ー
ジ
商
品
が
国

内
外
の
市
場
へ
展
開
さ
れ
こ
と
や
、
歴
史
文
化
を

題
材
と
し
た
コ
ト
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
森
氏
か
ら
、日
本
で
の
百
貨
店
（
丸
井
、ロ
フ
ト
、

東
急
ハ
ン
ズ
な
ど
）、
海
外
で
の
パ
リ
の
ユ
ニ
ク
ロ
、

イ
タ
リ
ア
の
ブ
テ
ィッ
ク
、
博
物
館
な
ど
と
の
取
引

や
、
昨
年
１０
月
に
シ
ー
バ
ス
リ
ー
ガ
ル
（
ベ
ル
ノ
リ

カ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
）
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
製
造
販

売
に
係
る
報
告
が
あ
り
、
ま
た
、
今
後
は
カ
ス
タ
ム

発
注
が
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
（
優
秀
賞
）

ミ
ヤ
ギ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
よ
り
５
名
受
賞

ORIGAMI SAMURAIメゾンエオブジェへの出展風景
右から、仲程次長（沖縄総合事務局）、崎原主任（ミヤギパッケージ）、
森取締役（ミヤギパッケージ）、本道経済産業部長（沖縄総合事務局）
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る
効
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業
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の
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　日
本
大
賞
　表
彰
式

ミ
か
ら
の
取
材
が
増
加
」、「
企
業
信
用
力
の
向
上
」

に
加
え
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
効
果
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

を
通
し
て
本
製
品
・
技
術
の
認
知
が
広
が
る
な
ど

の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
同
社
に
お
い
て
も
、

既
に
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
お
り
、
今
後
の
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が
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さ
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オフィス・
事 務 所

ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業　

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

経済産業省資源エネルギー庁HP↓
https://www.enecho.meti.go.jp/categ
ory/saving_and_new/saving/procedure
/index.html

→URL内の原油換算ツールにて
エクセルをダウンロード！

原油換算ツールで
自社のエネルギー使用量を確認！

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
功
を
奏
し
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
2
0
1
8
年
度
に
か
け
て
は
ペッ
ト

ボ
ト
ル
の
生
産
数
量
が
大
幅
に
増
加
し
た
に
も

テ
ー
マ
も
議
論
さ
れ
、
経
営
戦
略
の
ひ
と
つ

と
し
て
省
エ
ネ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
生
産
ラ
イ
ン
の
稼
働
計

画
を
綿
密
に
た
て
、
従
業
員
の
労
務
管
理

に
も
活
か
す
こ
と
で
、
製
造
に
係
る
電
力
コ

ス
ト
を
削
減
で
き
、
か
つ
残
業
時
間
の
削
減

に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
契
約
電
力
を
超
過
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
毎
日
、
電
力
使
用
量
の

予
測
及
び
測
定
を
行
い
、
使
用
量
が
契
約

電
力
へ
近
づ
く
と
、
注
意
灯
を
点
灯
さ
せ
、

職
員
へ
周
知
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
意
識
の
啓

発
も
徹
底
し
て
行
って
い
ま
す
。

と
か
ら
も
省
エ
ネ
を
経
営
課
題
と
し
て
捉
え
、

積
極
的
に
対
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。

～省エネで経営力アップ～
Vol.4 製造業編

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る

法
律
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が一定
規
模
以

上
の
特
定
事
業
者
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況

な
ど
を
報
告
す
る
よ
う
法
律
で
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
、
県
内
に
お
い
て
は
86
の
特
定
事

業
者
が
報
告
対
象
と
な
り
、
そ
の
総
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
は
昨
年
度
比
5
・
5
％
減
の

2
1
4
万
2
千
K
L
と
、
過
去
最
小
と
な
り

ま
し
た
。
県
内
に
お
け
る
入
域
観
光
客
数
の一

千
万
人
突
破
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
高
ま

り
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
が
達
成

さ
れ
て
お
り
、
特
定
事
業
者
の
省
エ
ネ
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
が
伺
え
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
製
造
業
」
に
つ
い

て
は
飲
食
料
品
及
び
工
業
製
品
と
も
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
が
前
年
度
か
ら
削
減
さ
れ
て
お

り
、
特
に
、
工
業
製
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
る

特
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、大
幅
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
原
単
位
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

 

沖
縄
県
内
に
お
け
る

　
　
　特
定
事
業
者
等
の
概
況

 

も
し
か
し
て
特
定
事
業
者
に

　
　
　
　
　該
当
す
る
か
も
？

 

製
造
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　   〝
省
エ
ネ
対
策
〞

①
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
改
良

　
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に
お
い
て
は
エ
ア
ー
回
収

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
従
来
、
無
駄
に
放
出

さ
れ
て
い
た
空
気
を
タ
ン
ク
へ
貯
蓄
す
る
こ

と
で
、
エ
ア
ー
を
設
備
の
動
力
と
し
て
再
度

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
無
駄
の
な
い
設
備
運
用

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
製
造
業
編
」
で
は
、
ペッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
「
琉
球
製
罐
株

式
会
社
」
の
省
エ
ネ
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　
琉
球
製
罐
株
式
会
社
で
は
、
競
争
力
の
あ

る
上
質
な
製
品
を
効
率
よ
く
製
造
し
提
供
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
は
じ
め
に
契

約
電
力
の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

親
会
社
で
あ
る
東
洋
製
罐
株
式
会
社
と
同
様

な
省
エ
ネ
な
ど
に
係
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を

確
立
さ
せ
、
現
在
で
は
省
エ
ネ
の
み
な
ら
ず
経

営
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

②
T
M
S
委
員
会
の
設
置

　
親
会
社
と
同
様
の
取
組
と
し
て
T
M
S

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
月
に
1
度
、
各
部
署
の

役
職
者
や
社
長
も
交
え
、
品
質
向
上
や
顧

客
対
応
、
食
品
安
全
、
環
境
管
理
な
ど
に

つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

電
力
使
用
量
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
状
況
の
共
有
な
ど
、
省
エ
ネ
に
関
す
る

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

主
な
取
組

■ 

主
な
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

「品質」「環境」「食品安全」をモットーに！
琉球製罐株式会社

↑コンプレッサー
エアー回収システムにより稼働台数が

3台→2台へ縮小！

↑大小様々なペットボトルを生産！
保管する倉庫も大規模！

櫻井社長（中央）はじめ、職員の皆様と記念撮影

〒905-0007
名護市字屋部 854-11
TEL.0980-52-2778
URL:http://www.ryucan.com/
＜主な省エネ対策＞
①コンプレッサーの改良
②エネルギー管理体制の充実
③契約電力の見直し
④計画生産

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

　何
で
も
相
談

　（相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機
器
導
入
費
用

　補
助
支
援

～次回予告～
省エネ最前線　Vol.5　運輸業編

製造業から
重要な経営戦略としての
省エネを学ぼう！

　
製
造
業
に
お
い
て
は
、
主
な
省
エ
ネ
の
取
組

事
例
と
し
て
、
ボ
イ
ラ
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
き
い
設
備
を
省
エ

ネ
タ
イ
プ
へ
更
新
す
る
こ
と
や
、
デ
マ
ン
ド
の

監
視
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
使
用
電
力

の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
図
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
の
再
構
築
や
、
省
エ
ネ
の
意
識
啓
発
活

動
を
行
う
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
取
組
事

例
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
面
と

ソ
フ
ト
面
の
省
エ
ネ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し

て
こ
そ
、〝
質
の
高
い
省
エ
ネ
〞や〝
持
続
可
能
な

省
エ
ネ
〞に
つ
な
が
り
ま
す
。

関
わ
ら
ず
、
使
用
電
力
の
減
少
を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
櫻
井
社
長
は
、「
今
後

も
上
質
な
製
品
づ
く
り
と
更
な
る
省
エ
ネ
の
余

地
に
つ
い
て
議
論
を
か
さ
ね
、〝
品
質
〞〝
環
境
〞

〝
食
品
安
全
〞を
モ
ッ
ト
ー
に
地
元
企
業
と
し
て

お
客
様
に
選
ば
れ
る
製
品
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

・平成 20年
エコアクション 21 認証取得
・平成 26年
統合マネジメントシステム（TMS）
認証取得（FSSC22000、ISO9001、ISO14001）

　
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

1
5
0
0
K
L
以
上
あ
る
場
合
は
「
特
定
事

業
者
」
と
し
て
、
国
へエ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況

等
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
報
告

対
象
者
か
ど
う
か
確
認
す
る
方
法
と
し
て
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

原
油
換
算
ツ
ー
ル
を
ご
利
用
下
さ
い
。
各
燃

料
種
に
応
じ
た
使
用
量
を
入
力
す
る
と
原
油

換
算
値
に
変
換
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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オフィス・
事 務 所

ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業　

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

経済産業省資源エネルギー庁HP↓
https://www.enecho.meti.go.jp/categ
ory/saving_and_new/saving/procedure
/index.html

→URL内の原油換算ツールにて
エクセルをダウンロード！

原油換算ツールで
自社のエネルギー使用量を確認！

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
功
を
奏
し
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
2
0
1
8
年
度
に
か
け
て
は
ペッ
ト

ボ
ト
ル
の
生
産
数
量
が
大
幅
に
増
加
し
た
に
も

テ
ー
マ
も
議
論
さ
れ
、
経
営
戦
略
の
ひ
と
つ

と
し
て
省
エ
ネ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
生
産
ラ
イ
ン
の
稼
働
計

画
を
綿
密
に
た
て
、
従
業
員
の
労
務
管
理

に
も
活
か
す
こ
と
で
、
製
造
に
係
る
電
力
コ

ス
ト
を
削
減
で
き
、
か
つ
残
業
時
間
の
削
減

に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
契
約
電
力
を
超
過
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
毎
日
、
電
力
使
用
量
の

予
測
及
び
測
定
を
行
い
、
使
用
量
が
契
約

電
力
へ
近
づ
く
と
、
注
意
灯
を
点
灯
さ
せ
、

職
員
へ
周
知
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
意
識
の
啓

発
も
徹
底
し
て
行
って
い
ま
す
。

と
か
ら
も
省
エ
ネ
を
経
営
課
題
と
し
て
捉
え
、

積
極
的
に
対
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。

～省エネで経営力アップ～
Vol.4 製造業編

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る

法
律
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が一定
規
模
以

上
の
特
定
事
業
者
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況

な
ど
を
報
告
す
る
よ
う
法
律
で
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
、
県
内
に
お
い
て
は
86
の
特
定
事

業
者
が
報
告
対
象
と
な
り
、
そ
の
総
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
は
昨
年
度
比
5
・
5
％
減
の

2
1
4
万
2
千
K
L
と
、
過
去
最
小
と
な
り

ま
し
た
。
県
内
に
お
け
る
入
域
観
光
客
数
の一

千
万
人
突
破
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
高
ま

り
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
が
達
成

さ
れ
て
お
り
、
特
定
事
業
者
の
省
エ
ネ
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
が
伺
え
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
製
造
業
」
に
つ
い

て
は
飲
食
料
品
及
び
工
業
製
品
と
も
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
が
前
年
度
か
ら
削
減
さ
れ
て
お

り
、
特
に
、
工
業
製
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
る

特
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、大
幅
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
原
単
位
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

 

沖
縄
県
内
に
お
け
る

　
　
　特
定
事
業
者
等
の
概
況

 

も
し
か
し
て
特
定
事
業
者
に

　
　
　
　
　該
当
す
る
か
も
？

 

製
造
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　   〝
省
エ
ネ
対
策
〞

①
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
改
良

　
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に
お
い
て
は
エ
ア
ー
回
収

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
従
来
、
無
駄
に
放
出

さ
れ
て
い
た
空
気
を
タ
ン
ク
へ
貯
蓄
す
る
こ

と
で
、
エ
ア
ー
を
設
備
の
動
力
と
し
て
再
度

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
無
駄
の
な
い
設
備
運
用

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
製
造
業
編
」
で
は
、
ペッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
「
琉
球
製
罐
株

式
会
社
」
の
省
エ
ネ
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　
琉
球
製
罐
株
式
会
社
で
は
、
競
争
力
の
あ

る
上
質
な
製
品
を
効
率
よ
く
製
造
し
提
供
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
は
じ
め
に
契

約
電
力
の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

親
会
社
で
あ
る
東
洋
製
罐
株
式
会
社
と
同
様

な
省
エ
ネ
な
ど
に
係
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を

確
立
さ
せ
、
現
在
で
は
省
エ
ネ
の
み
な
ら
ず
経

営
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

②
T
M
S
委
員
会
の
設
置

　
親
会
社
と
同
様
の
取
組
と
し
て
T
M
S

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
月
に
1
度
、
各
部
署
の

役
職
者
や
社
長
も
交
え
、
品
質
向
上
や
顧

客
対
応
、
食
品
安
全
、
環
境
管
理
な
ど
に

つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

電
力
使
用
量
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
状
況
の
共
有
な
ど
、
省
エ
ネ
に
関
す
る

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

主
な
取
組

■ 

主
な
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

「品質」「環境」「食品安全」をモットーに！
琉球製罐株式会社

↑コンプレッサー
エアー回収システムにより稼働台数が

3台→2台へ縮小！

↑大小様々なペットボトルを生産！
保管する倉庫も大規模！

櫻井社長（中央）はじめ、職員の皆様と記念撮影

〒905-0007
名護市字屋部 854-11
TEL.0980-52-2778
URL:http://www.ryucan.com/
＜主な省エネ対策＞
①コンプレッサーの改良
②エネルギー管理体制の充実
③契約電力の見直し
④計画生産

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

　何
で
も
相
談

　（相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機
器
導
入
費
用

　補
助
支
援

～次回予告～
省エネ最前線　Vol.5　運輸業編

製造業から
重要な経営戦略としての
省エネを学ぼう！

　
製
造
業
に
お
い
て
は
、
主
な
省
エ
ネ
の
取
組

事
例
と
し
て
、
ボ
イ
ラ
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
き
い
設
備
を
省
エ

ネ
タ
イ
プ
へ
更
新
す
る
こ
と
や
、
デ
マ
ン
ド
の

監
視
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
使
用
電
力

の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
図
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
の
再
構
築
や
、
省
エ
ネ
の
意
識
啓
発
活

動
を
行
う
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
取
組
事

例
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
面
と

ソ
フ
ト
面
の
省
エ
ネ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し

て
こ
そ
、〝
質
の
高
い
省
エ
ネ
〞や〝
持
続
可
能
な

省
エ
ネ
〞に
つ
な
が
り
ま
す
。

関
わ
ら
ず
、
使
用
電
力
の
減
少
を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
櫻
井
社
長
は
、「
今
後

も
上
質
な
製
品
づ
く
り
と
更
な
る
省
エ
ネ
の
余

地
に
つ
い
て
議
論
を
か
さ
ね
、〝
品
質
〞〝
環
境
〞

〝
食
品
安
全
〞を
モ
ッ
ト
ー
に
地
元
企
業
と
し
て

お
客
様
に
選
ば
れ
る
製
品
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

・平成 20年
エコアクション 21 認証取得
・平成 26年
統合マネジメントシステム（TMS）
認証取得（FSSC22000、ISO9001、ISO14001）

　
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

1
5
0
0
K
L
以
上
あ
る
場
合
は
「
特
定
事

業
者
」
と
し
て
、
国
へエ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況

等
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
報
告

対
象
者
か
ど
う
か
確
認
す
る
方
法
と
し
て
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

原
油
換
算
ツ
ー
ル
を
ご
利
用
下
さ
い
。
各
燃

料
種
に
応
じ
た
使
用
量
を
入
力
す
る
と
原
油

換
算
値
に
変
換
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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○キーワードを学習
市場経済、競争、独占、カルテルなどのキー
ワードを分かりやすく説明します。

○競争の必要性を学習
学生が企業の立場になってライバル企業と販
売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲーム
を行います。

○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸
劇を行います。

下記「お問合せ先」までお気軽に御連絡くださ
い。※開催日時、授業内容などについて調整い
たします。

独占禁止法教室（北中学校）の様子

官製談合防止法研修会の様子商工会との懇談会の様子消費者セミナーの様子

仕
事
の

【総務部】No.1

社会科やマーケティング科目に

を取り入れてみませんか！
～出前授業～

◆授業内容（例えば中学校の場合）

◆申込要領
◆令和元年度の開催校

【お問合せ先】総務部公正取引室　総務係　☎098ー 866ー 0049（直通）

　中学校、高等学校、大学の授業に実務経験を積んだ職員を講師として派遣し、公正取引委員会の役割、
独占禁止法の内容などを分かりやすく説明しています。

　公正取引室では、出前授業のほかにも消費者を対象としたセミナー、商工会議所や商工会との懇談会、国
や地方公共団体などを対象とした研修会に講師を派遣しております。どうぞお気軽にお問い合わせください。

公正取引委員会
マスコットキャラクター

「どっきん」

https://www.jftc.go.jp/kids/index.html

－

中 学 校

高等学校

大　　学

安慶田中学校（沖縄市）、美東中学
校（沖縄市）、北中学校（宮古島市）

沖縄国際大学（宜野湾市）、名桜大
学（名護市）、琉球大学（西原町）

仕
事
の

【財務部】
No.2

「財務専門官」の魅力
発信中！

～試験申込期間（3月 27日 - 4 月 8日）～

　
財
務
部
は
、
沖
縄
管
内
に
お
い
て
、
財
務

省
及
び
金
融
庁
に
係
る
施
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
財
務
部
で
働
く
た
め
の
メ
イ
ン
の

方
法
と
し
て
は
、
財
務
専
門
官
採
用
試
験
に

最
終
合
格
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
財
務
専
門
官
採
用
試
験
の

申
込
者
数
は
、
近
年
減
少
し
続
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
部
は
、「
財
務
専
門
官
」
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
大
学
や
専
門
学
校
に

お
い
て
、
積
極
的
に
業
務
説
明
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
業
務
説
明
会
に
お
い
て
は
、
当
部
の
実
施
し

て
い
る
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
地
域
貢
献
事
例

を
紹
介
し
つ
つ
、
財
務
省
及
び
金
融
庁
の
施

策
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
災
害
で
被
害
を
受
け
た
公
共
施
設

の
復
旧
の
た
め
に
、
実
際
に
被
害
を
受
け
た
名

護
市
の
道
路
や
浦
添
市
の
学
校
施
設
の
状
況

を
写
真
で
説
明
し
た
後
、
地
元
職
員
な
ど
と

現
地
に
赴
き
、
国
が
負
担
す
る
復
旧
事
業
費

の
金
額
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
金
融
機
関
の
監
督
と
し
て
、

沖
縄
の
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方
創
生
の

実
現
に
向
け
、
金
融
機
関
、
有
識
者
、
行
政

機
関
な
ど
が
会
し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創

生
高
度
化
推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開

催
し
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。
な
お
、
説
明
に
あ
た
って
は
、

参
加
者
の
集
中
力
を
切
ら
さ
な
い
た
め
、
開

催
時
期
（
ク
リ
ス
マ
ス
や
節
分
）
に
対
応
し
た

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
な
ど
の
工
夫
も
こ
ら
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
現
地
調
査
を
行
っ
た
り

す
る
な
ど
、
外
に
出
て
行
う
活
動
も
あ
る
こ
と

財務専門官の魅力を伝える当部職員

工夫をこらした説明会の様子

を
知
り
、
印
象
が
変
わ
っ
た
。」「
国
家
公
務

員
で
は
あ
る
が
、
地
元
の
地
域
振
興
で
き
る
点

は
魅
力
的
だ
と
思
っ
た
。」「
お
金
を
扱
う
仕

事
な
の
で
カ
タ
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

意
外
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
好
感
が
持
て
た
。」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
申
込
み
受
付
期

間
は
、
3
月
27
日
〜
4
月
8
日
の
13
日
間
と

な
っ
て
お
り
、
申
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
う
こ
と
と
な
って
お
り
ま
す
。
ま
た
、

財
務
専
門
官
採
用
試
験
は
、
国
家
公
務
員
採

用
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
と
の
併

願
が
可
能
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
皆
さ
ん
！
「
財

務
専
門
官
」
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　財
務
部
財
務
課
広
報
担
当
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中・高・
大学の
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○キーワードを学習
市場経済、競争、独占、カルテルなどのキー
ワードを分かりやすく説明します。

○競争の必要性を学習
学生が企業の立場になってライバル企業と販
売競争を行い、競争の必要性を学ぶゲーム
を行います。

○模擬立入検査・模擬事情聴取を体験
公正取引委員会の立入検査や事情聴取の寸
劇を行います。

下記「お問合せ先」までお気軽に御連絡くださ
い。※開催日時、授業内容などについて調整い
たします。

独占禁止法教室（北中学校）の様子

官製談合防止法研修会の様子商工会との懇談会の様子消費者セミナーの様子

仕
事
の

【総務部】No.1

社会科やマーケティング科目に

を取り入れてみませんか！
～出前授業～

◆授業内容（例えば中学校の場合）

◆申込要領
◆令和元年度の開催校

【お問合せ先】総務部公正取引室　総務係　☎098ー 866ー 0049（直通）

　中学校、高等学校、大学の授業に実務経験を積んだ職員を講師として派遣し、公正取引委員会の役割、
独占禁止法の内容などを分かりやすく説明しています。

　公正取引室では、出前授業のほかにも消費者を対象としたセミナー、商工会議所や商工会との懇談会、国
や地方公共団体などを対象とした研修会に講師を派遣しております。どうぞお気軽にお問い合わせください。

公正取引委員会
マスコットキャラクター

「どっきん」

https://www.jftc.go.jp/kids/index.html

－

中 学 校

高等学校

大　　学

安慶田中学校（沖縄市）、美東中学
校（沖縄市）、北中学校（宮古島市）

沖縄国際大学（宜野湾市）、名桜大
学（名護市）、琉球大学（西原町）

仕
事
の

【財務部】
No.2

「財務専門官」の魅力
発信中！

～試験申込期間（3月 27日 - 4 月 8日）～

　
財
務
部
は
、
沖
縄
管
内
に
お
い
て
、
財
務

省
及
び
金
融
庁
に
係
る
施
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
財
務
部
で
働
く
た
め
の
メ
イ
ン
の

方
法
と
し
て
は
、
財
務
専
門
官
採
用
試
験
に

最
終
合
格
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
財
務
専
門
官
採
用
試
験
の

申
込
者
数
は
、
近
年
減
少
し
続
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
部
は
、「
財
務
専
門
官
」
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
大
学
や
専
門
学
校
に

お
い
て
、
積
極
的
に
業
務
説
明
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
業
務
説
明
会
に
お
い
て
は
、
当
部
の
実
施
し

て
い
る
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
地
域
貢
献
事
例

を
紹
介
し
つ
つ
、
財
務
省
及
び
金
融
庁
の
施

策
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
災
害
で
被
害
を
受
け
た
公
共
施
設

の
復
旧
の
た
め
に
、
実
際
に
被
害
を
受
け
た
名

護
市
の
道
路
や
浦
添
市
の
学
校
施
設
の
状
況

を
写
真
で
説
明
し
た
後
、
地
元
職
員
な
ど
と

現
地
に
赴
き
、
国
が
負
担
す
る
復
旧
事
業
費

の
金
額
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
金
融
機
関
の
監
督
と
し
て
、

沖
縄
の
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方
創
生
の

実
現
に
向
け
、
金
融
機
関
、
有
識
者
、
行
政

機
関
な
ど
が
会
し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創

生
高
度
化
推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開

催
し
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。
な
お
、
説
明
に
あ
た
って
は
、

参
加
者
の
集
中
力
を
切
ら
さ
な
い
た
め
、
開

催
時
期
（
ク
リ
ス
マ
ス
や
節
分
）
に
対
応
し
た

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
な
ど
の
工
夫
も
こ
ら
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
現
地
調
査
を
行
っ
た
り

す
る
な
ど
、
外
に
出
て
行
う
活
動
も
あ
る
こ
と

財務専門官の魅力を伝える当部職員

工夫をこらした説明会の様子

を
知
り
、
印
象
が
変
わ
っ
た
。」「
国
家
公
務

員
で
は
あ
る
が
、
地
元
の
地
域
振
興
で
き
る
点

は
魅
力
的
だ
と
思
っ
た
。」「
お
金
を
扱
う
仕

事
な
の
で
カ
タ
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

意
外
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
好
感
が
持
て
た
。」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
申
込
み
受
付
期

間
は
、
3
月
27
日
〜
4
月
8
日
の
13
日
間
と

な
っ
て
お
り
、
申
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
う
こ
と
と
な
って
お
り
ま
す
。
ま
た
、

財
務
専
門
官
採
用
試
験
は
、
国
家
公
務
員
採

用
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
と
の
併

願
が
可
能
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
皆
さ
ん
！
「
財

務
専
門
官
」
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
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9
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8
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仕
事
の

【財務部】
No.3

地域社会のニーズへの
対応と収益確保
～行政財産の積極的な活用～

〔公用財産（那覇第二地方合同庁舎）〕 〔公共用財産（海洋博公園）〕

琉
球
大
学
に
お
け
る
特
別
講
義
の
開
催

〜
日
本
の
財
政
の
現
状
と
課
題
〜

　
1
月
23
日
、
財
務
省
主
計
局
調
査
課

出
川
課
長
補
佐
を
講
師
と
し
て
招
き
、
琉

球
大
学
に
お
い
て
「
日
本
の
財
政
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
い
て
、
特
別
講
義
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
1
1
0
名
の
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
今
回
は
講
義
の
前
に
財
政
や
広
報
手
法

に
関
す
る
少
人
数
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
学
生
の
生
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　
特
別
講
義
で
は「
財
政
の
現
状
」や「
財

政
悪
化
の
原
因
」
な
ど
に
つ
い
て
講
師
か

ら
学
生
へ
質
問
を
し
、
学
生
も
積
極
的
に

回
答
す
る
な
ど
活
発
な
講
義
と
な
り
ま
し

た
。

　
財
政
の
悪
化
の
要
因
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
っ
て
社
会
保
障
給
付
費
が
増
大
し
、

こ
れ
を
賄
う
財
源
を
確
保
出
来
て
い
な
い

た
め
だ
と
解
説
し
、
こ
の
ま
ま
国
債
等
の

借
金
が
増
加

す
る
状
況
が

続
け
ば
、
将

来
世
代
が
受

け
取
れ
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の

減
少
や
負
担

が
増
加
す
る

可
能
性
が
あ

る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し

た
。

No.4

仕
事
の

【
財
務
部
】

　
そ
こ
で
、
社
会
保
障
と
税
の一体
改
革

に
よ
り
教
育
の
無
償
化
や
社
会
保
障
の
充

実
な
ど
を
実
施
し
、
す
べ
て
の
世
代
が
安

心
感
と
納
得
感
を
得
ら
れ
る
全
世
代
型
の

社
会
保
障
制
度
へ
転
換
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
義
に
つ
い
て
の
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
社
会
保
障
制
度
と
財
政
改
革
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
が
他
人
事

で
は
な
く
重
要
な
課
題
だ
と
感
じ
た
」「
将

来
を
担
う
私
た
ち
が
日
本
の
未
来
に
つ
い

て
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
財
務
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
財
政
や
経
済

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
特
別
講
義
や
講
演
会
な
ど
を
積
極
的

に
開
催
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、

講
師
派
遣
の

ご
希
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た

ら
財
務
課
広

報
担
当
ま
で

ご
相
談
下
さ

い
。

　財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
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6
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9
1

講師の出川課長補佐

ミーティングの様子

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【効力発生日：令和2年3月28日】 （すべて月額）

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

〜
二
業
種
と
も
１
，１
０
０
円
引
き
上
げ
〜

No.5

仕
事
の

【
運
輸
部
】

運輸部船舶船員課　☎098ー 866ー 1838

（注）
1. 若年職員とは、船舶職員養成施設のうち、特定の養成施設の課程を修了した後の勤務期間が、当該課程ごとに定める期間に満たない者をいう。
2. 上記の業種に適用する船舶の範囲（適用地域：沖縄総合事務局管内）
（1）沖縄内航鋼船運航業及び木船運航業

国内各港間のみを航海する船舶のうち、平水区域を航行する船舶、沿海区域を航行区域とする総トン数 100トン未満の鋼船、木船の船舶
所有者

（2）沖縄海上旅客運送業
旅客運送の用に供する船舶のうち、平水区域を航行区域とする船舶、沿海区域を航行区域とする総トン数 100トン未満の船舶、100トン
以上の船舶でその航行区域が平水区域から当該船舶の最大速力で 2 時間以内に往復できる区域内に限定されている（限定沿海区域）船
舶の船舶所有者

沖縄内航鋼船運航業及び
木船運航業

職員

若年職員

部員

部員（海上経歴３年未満）

職員

部員
沖縄海上旅客運送業

業　種　別 職　種　別 最低賃金額
（改正前の額）
249,550 円
（248,450 円）
233,100 円
（232,000 円）
190,950 円
（189,850 円）
181,650 円
（180,550 円）
246,450 円
（245,350 円）
185,000 円
（183,900 円）

1,100 円
（0.44％）
1,100 円
（0.47％）
1,100 円
（0.58％）
1,100 円
（0.61％）
1,100 円
（0.45％）
1,100 円
（0.60％）

引き上げ額
（増加率）

　
令
和
元
年
12
月
23
日
、
沖

縄
地
方
交
通
審
議
会
（
会
長 

宮
里 

猛
）
か
ら
沖
縄
総
合
事

務
局
長
（
吉
住 

啓
作
）
に
対

し
て
「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航

業
及
び
木
船
運
航
業
最
低
賃

金
」
及
び
「
沖
縄
海
上
旅
客

運
送
業
最
低
賃
金
」
の
改
正

に
関
す
る
答
申
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
答
申
ど
お
り

の
改
正
を
決
定
し
、
現
在
、

改
正
決
定
の
官
報
公
示
が
行

わ
れ
て
お
り
、
令
和
2
年
3
月

28
日
か
ら
改
正
発
効
さ
れ
ま

す
。

　
船
員
の
最
低
賃
金
は
、
最

低
賃
金
法
の
特
例
規
定
に
よ

り
、
業
種
・
航
行
区
域
・
総

ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通

大
臣
又
は
地
方
運
輸
局
長
等

に
よ
り
月
額
で
決
定
さ
れ
ま
す

が
、
沖
縄
管
内
で
は
「
沖
縄

内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木
船

運
航
業
」
及
び
「
沖
縄
海
上

旅
客
運
送
業
」
の
二
業
種
の

最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
上
記
二
業
種
の
最
低
賃
金

は
、
職
員
（
船
長
や
機
関
長

等
の
役
職
の
あ
る
者
）、
部
員

（
職
員
以
外
）
そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
毎
に
最
低
賃
金
額
が
設
定

さ
れ
、
改
正
さ
れ
る
最
低
賃
金

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
大
臣
決
定
の
最
低

賃
金
は
、
令
和
2
年
1
月
に

改
正
さ
れ
て
お
り
、
他
の
地
方

運
輸
局
等
に
お
い
て
も
同
様
に

年
度
内
に
改
正
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　国有財産の管理及び処分を規定する国
有財産法では、国有財産を「行政財産」
とそれ以外の財産である「普通財産」に分
類しています。
　「行政財産」は、国が行政目的で使用し
ている財産であり、管理している各省各庁
の長が、「その用途又は目的を妨げない限
度」において、貸付け、使用又は収益の
許可（以下「使用許可」という。）を行う
ことができます。
　県内でも、庁舎の一部を職員や来庁者な
ど庁舎の利用者のための食堂や売店等とし
て使用許可している事例や、防衛施設周辺
における良好な生活環境等を確保し、当該
防衛施設の安定的運用に資することを目的
に緑地帯その他の緩衝地帯として整備して
いる土地を、公共の駐車場や防災倉庫敷
地として使用許可している事例があります。
　活用可能な行政財産については、より積極的な活用を進めるため、今般、使用許可の取扱いが見直され、
財務局（沖縄県では当局財務部）が、その所在や面積などの情報を各省各庁から収集・取りまとめたうえで、
一元的に発信していくこととなりました。
　情報提供は、まず地方公共団体に対して行いますが、地方公共団体から利用要望がない財産については、
当局のホームページ上で広く利用要望の募集を行います。

　沖縄総合事務局では、活用可能な行政財産については、地域社会による更なる活用を促すことで、利用内容
やニーズに応じた一層の有効活用を図るとともに、更なる収益確保につながるよう、最適利用を推進していきます。

　財務部管財総括課　☎098ー 866ー 0096

公用財産
【庁舎、宿舎等】

公共用財産
【国道、河川、国営公園等】

行
政
財
産

国有財産

普
通
財
産

皇室用財産
【皇居、御所等】

森林経営用財産
【国有林野事業のための国有林野】

出所：財政制度等審議会第47回国有財産分科会　配付資料から抜粋
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仕
事
の

【財務部】
No.3

地域社会のニーズへの
対応と収益確保
～行政財産の積極的な活用～

〔公用財産（那覇第二地方合同庁舎）〕 〔公共用財産（海洋博公園）〕

琉
球
大
学
に
お
け
る
特
別
講
義
の
開
催

〜
日
本
の
財
政
の
現
状
と
課
題
〜

　
1
月
23
日
、
財
務
省
主
計
局
調
査
課

出
川
課
長
補
佐
を
講
師
と
し
て
招
き
、
琉

球
大
学
に
お
い
て
「
日
本
の
財
政
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
い
て
、
特
別
講
義
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
1
1
0
名
の
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
今
回
は
講
義
の
前
に
財
政
や
広
報
手
法

に
関
す
る
少
人
数
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
学
生
の
生
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　
特
別
講
義
で
は「
財
政
の
現
状
」や「
財

政
悪
化
の
原
因
」
な
ど
に
つ
い
て
講
師
か

ら
学
生
へ
質
問
を
し
、
学
生
も
積
極
的
に

回
答
す
る
な
ど
活
発
な
講
義
と
な
り
ま
し

た
。

　
財
政
の
悪
化
の
要
因
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
っ
て
社
会
保
障
給
付
費
が
増
大
し
、

こ
れ
を
賄
う
財
源
を
確
保
出
来
て
い
な
い

た
め
だ
と
解
説
し
、
こ
の
ま
ま
国
債
等
の

借
金
が
増
加

す
る
状
況
が

続
け
ば
、
将

来
世
代
が
受

け
取
れ
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の

減
少
や
負
担

が
増
加
す
る

可
能
性
が
あ

る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し

た
。

No.4

仕
事
の

【
財
務
部
】

　
そ
こ
で
、
社
会
保
障
と
税
の一体
改
革

に
よ
り
教
育
の
無
償
化
や
社
会
保
障
の
充

実
な
ど
を
実
施
し
、
す
べ
て
の
世
代
が
安

心
感
と
納
得
感
を
得
ら
れ
る
全
世
代
型
の

社
会
保
障
制
度
へ
転
換
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
義
に
つ
い
て
の
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
社
会
保
障
制
度
と
財
政
改
革
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
が
他
人
事

で
は
な
く
重
要
な
課
題
だ
と
感
じ
た
」「
将

来
を
担
う
私
た
ち
が
日
本
の
未
来
に
つ
い

て
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
財
務
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
財
政
や
経
済

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
特
別
講
義
や
講
演
会
な
ど
を
積
極
的

に
開
催
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、

講
師
派
遣
の

ご
希
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た

ら
財
務
課
広

報
担
当
ま
で

ご
相
談
下
さ

い
。

　財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
9
1

講師の出川課長補佐

ミーティングの様子

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【効力発生日：令和2年3月28日】 （すべて月額）

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

〜
二
業
種
と
も
１
，１
０
０
円
引
き
上
げ
〜

No.5

仕
事
の

【
運
輸
部
】

運輸部船舶船員課　☎098ー 866ー 1838

（注）
1. 若年職員とは、船舶職員養成施設のうち、特定の養成施設の課程を修了した後の勤務期間が、当該課程ごとに定める期間に満たない者をいう。
2. 上記の業種に適用する船舶の範囲（適用地域：沖縄総合事務局管内）
（1）沖縄内航鋼船運航業及び木船運航業

国内各港間のみを航海する船舶のうち、平水区域を航行する船舶、沿海区域を航行区域とする総トン数 100トン未満の鋼船、木船の船舶
所有者

（2）沖縄海上旅客運送業
旅客運送の用に供する船舶のうち、平水区域を航行区域とする船舶、沿海区域を航行区域とする総トン数 100トン未満の船舶、100トン
以上の船舶でその航行区域が平水区域から当該船舶の最大速力で 2 時間以内に往復できる区域内に限定されている（限定沿海区域）船
舶の船舶所有者

沖縄内航鋼船運航業及び
木船運航業

職員

若年職員

部員

部員（海上経歴３年未満）

職員

部員
沖縄海上旅客運送業

業　種　別 職　種　別 最低賃金額
（改正前の額）
249,550 円
（248,450 円）
233,100 円
（232,000 円）
190,950 円
（189,850 円）
181,650 円
（180,550 円）
246,450 円
（245,350 円）
185,000 円
（183,900 円）

1,100 円
（0.44％）
1,100 円
（0.47％）
1,100 円
（0.58％）
1,100 円
（0.61％）
1,100 円
（0.45％）
1,100 円
（0.60％）

引き上げ額
（増加率）

　
令
和
元
年
12
月
23
日
、
沖

縄
地
方
交
通
審
議
会
（
会
長 

宮
里 

猛
）
か
ら
沖
縄
総
合
事

務
局
長
（
吉
住 

啓
作
）
に
対

し
て
「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航

業
及
び
木
船
運
航
業
最
低
賃

金
」
及
び
「
沖
縄
海
上
旅
客

運
送
業
最
低
賃
金
」
の
改
正

に
関
す
る
答
申
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
答
申
ど
お
り

の
改
正
を
決
定
し
、
現
在
、

改
正
決
定
の
官
報
公
示
が
行

わ
れ
て
お
り
、
令
和
2
年
3
月

28
日
か
ら
改
正
発
効
さ
れ
ま

す
。

　
船
員
の
最
低
賃
金
は
、
最

低
賃
金
法
の
特
例
規
定
に
よ

り
、
業
種
・
航
行
区
域
・
総

ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通

大
臣
又
は
地
方
運
輸
局
長
等

に
よ
り
月
額
で
決
定
さ
れ
ま
す

が
、
沖
縄
管
内
で
は
「
沖
縄

内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木
船

運
航
業
」
及
び
「
沖
縄
海
上

旅
客
運
送
業
」
の
二
業
種
の

最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
上
記
二
業
種
の
最
低
賃
金

は
、
職
員
（
船
長
や
機
関
長

等
の
役
職
の
あ
る
者
）、
部
員

（
職
員
以
外
）
そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
毎
に
最
低
賃
金
額
が
設
定

さ
れ
、
改
正
さ
れ
る
最
低
賃
金

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
大
臣
決
定
の
最
低

賃
金
は
、
令
和
2
年
1
月
に

改
正
さ
れ
て
お
り
、
他
の
地
方

運
輸
局
等
に
お
い
て
も
同
様
に

年
度
内
に
改
正
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　国有財産の管理及び処分を規定する国
有財産法では、国有財産を「行政財産」
とそれ以外の財産である「普通財産」に分
類しています。
　「行政財産」は、国が行政目的で使用し
ている財産であり、管理している各省各庁
の長が、「その用途又は目的を妨げない限
度」において、貸付け、使用又は収益の
許可（以下「使用許可」という。）を行う
ことができます。
　県内でも、庁舎の一部を職員や来庁者な
ど庁舎の利用者のための食堂や売店等とし
て使用許可している事例や、防衛施設周辺
における良好な生活環境等を確保し、当該
防衛施設の安定的運用に資することを目的
に緑地帯その他の緩衝地帯として整備して
いる土地を、公共の駐車場や防災倉庫敷
地として使用許可している事例があります。
　活用可能な行政財産については、より積極的な活用を進めるため、今般、使用許可の取扱いが見直され、
財務局（沖縄県では当局財務部）が、その所在や面積などの情報を各省各庁から収集・取りまとめたうえで、
一元的に発信していくこととなりました。
　情報提供は、まず地方公共団体に対して行いますが、地方公共団体から利用要望がない財産については、
当局のホームページ上で広く利用要望の募集を行います。

　沖縄総合事務局では、活用可能な行政財産については、地域社会による更なる活用を促すことで、利用内容
やニーズに応じた一層の有効活用を図るとともに、更なる収益確保につながるよう、最適利用を推進していきます。

　財務部管財総括課　☎098ー 866ー 0096

公用財産
【庁舎、宿舎等】

公共用財産
【国道、河川、国営公園等】

行
政
財
産

国有財産

普
通
財
産

皇室用財産
【皇居、御所等】

森林経営用財産
【国有林野事業のための国有林野】

出所：財政制度等審議会第47回国有財産分科会　配付資料から抜粋
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仕
事
の

【運輸部】No.6

安全な車社会のために
（街頭検査について）

　
み
な
さ
ん
は
、車
で
道
路
を
走
って
い
て
、

ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
や
ウ
イ
ン
カ
ー
が
点
灯

（
点
滅
）
し
な
い
車
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
道
路
は
自
分
の
車
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
車
両
（
乗
用
車
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、

オ
ー
ト
バ
イ
等
）
が
走
行
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
が
、
道
路
を
安
全
に
走
行
し
、

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ブ
レ
ー
キ

ラ
ン
プ
や
ウ
イ
ン
カ
ー
等
の
装
置
が
し
っ
か

り
と
作
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
陸
運
事
務
所
で
は
、
警
察
や
自
動
車
技

術
総
合
機
構
、
自
動
車
整
備
振
興
会
等

と
協
力
し
て
、
離
島
を
含
む
県
内
各
所
で

実
際
に
道
路
を
走
行
し
て
い
る
車
両
を
検

査
す
る
「
街
頭
検
査
」
を
行
って
い
ま
す
。

　
車
両
検
査
の
結
果
、
保
安
基
準
に
適
合

し
な
い
（
お
そ
れ
の
あ
る
）
車
両
に
つ
い
て

は
、
整
備
命
令
を
発
令
し
、
改
善
を
促
す

ほ
か
、
使
用
者
に
対
し
て
点
検
整
備
の
重

要
性
を
周
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
を
運
行
す
る
車
両
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
情
報
を
読
み
取
り
、
こ
れ

を
車
検
証
情
報
と
照
合
し
、
車
検
切
れ
運

行
車
両
を
確
認
す
る
「
ナ
ン
バ
ー
自
動
読

取
装
置
」
を
導
入
し
た
街
頭
検
査
も
定

期
的
に
実
施
し
て
お
り
、
確
認
さ
れ
た
車

検
切
れ
運
行
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
警
告
書
を
交
付
し
、
直
接
指
導
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
街
頭
検
査
は
、
不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
こ
と
も
目
的
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
安
全
な
車
社
会
の
実
現
に
向

け
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
陸
運
事
務
所
　
整
備
部
門

☎
0
9
8
ー
８
７
５
ー
０
３
０
０

街頭検査における車検切れ車両の取締りの流れ（イメージ）

実 施 回 数：33回
検 査 台 数：1,845台
車検切れ警告車両数：30台

2019年度　街頭検査実施状況
（令和元年12月末時点）

仕
事
の

【農林水産部】No.7

農林高等学校等における
就農・就業に向けた講演会を

開催しました
　
農
林
高
等
学
校
、
農
業
大
学
校
な
ど
に
お

い
て
、
非
農
家
出
身
の
生
徒
（
学
生
）
が
増

加
す
る
中
、
卒
業
後
の
就
農
・
就
業
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
農
業
を
魅
力
と
や
り
が
い
の

あ
る
産
業
と
し
て
認
識
し
、
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産

部
経
営
課
で
は
、
農
林
高
等
学
校
、
農
業
大

学
校
な
ど
に
お
い
て
、
実
際
に
県
内
で
6
次
産

業
化
、※

G
A
P
、
農
業
女
子
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
農
業

者
や
事
業
者
の
取
組
を
知
る
こ
と
で
、
生
徒

（
学
生
）
の
農
業
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
将

来
の
就
農
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※

G
A
P
（G

ood A
gricultural Practice

）

と
は
、
農
業
に
お
い
て
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、

労
働
安
全
等
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め

の
生
産
工
程
管
理
の
取
組
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
9

月
27
日
に
沖
縄
県

立
北
部
農
林
高

等
学
校
、
10
月

7
日
に
沖
縄
県
立

南
部
農
林
高
等

学
校
に
お
い
て
、

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
伊
盛
牧
場
の
伊
盛

米
俊
氏
か
ら
、
石
垣
島
で
の
酪
農
経
営
、
自

社
牛
乳
や
地
元
農
産
物
を
活
か
し
た
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
加
工
・
製
造
・
販
売
へ
の
取
組
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
酪
農
経
営
を
目
指
す
取
組

や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に
か
け
る
想
い
に
、
生
徒
達
か

ら
は
、「
牛
1
頭
か
ら
始
め
た
農
業
が
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
り
発
展
す
る
こ
と
が
す
ご

い
」、「
苦
労
の
連
続
だ
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
続

け
る
こ
と
に
よ
り
自
分
の
農
業
が
で
き
る
と
思

う
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11

月
8
日
に
沖
縄
県

立
宮
古
総
合
実

業
高
等
学
校
に
お

い
て
、
農
業
者
の

佐
藤
千
晴
氏
か 講演会の様子（南部農林高等学校）

伊盛米俊氏

佐藤千晴氏

ら
、
農
業
高
校
及
び
東
京
農
業
大
学
在
学
中

に
お
け
る
自
ら
の
様
々
な
経
験
や
実
績
、
女
性

な
ら
で
は
の
感
性
を
活
か
し
た
イ
チ
ゴ
観
光
農

園
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
達
か
ら

は
、「
農
業
に
対
し

て
の
熱
意
や
楽
し

み
方
が
伝
わ
っ

た
」、「
農
業
＝
男

子
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
り
、
農

業
女
子
は
か
っ
こ

い
い
と
思
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
農
林

高
等
学
校
な
ど
で

は
、ス
イ
ー
ト
フ
ー

ズ
久
米
島
株
式
会

社
の
比
屋
根
和
弘

氏
、
株
式
会
社
み

や
ぎ
農
園
の
小
田

哲
也
氏
、
遠
藤
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
遠

藤
健
次
氏
に
、
自
ら
が
歩
ん
で
き
た
農
業
の

取
組
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
部
で
は
、
今
後
も
青
年
層
の
新
規
就
農
・

就
業
を
促
進
す
る
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
農
林
水
産
部
経
営
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
6
2
8

6
次
産
業
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

農
業
女
子
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

遠藤健次氏 小田哲也氏 比屋根和弘氏
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仕
事
の

【運輸部】No.6

安全な車社会のために
（街頭検査について）

　
み
な
さ
ん
は
、車
で
道
路
を
走
って
い
て
、

ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
や
ウ
イ
ン
カ
ー
が
点
灯

（
点
滅
）
し
な
い
車
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
道
路
は
自
分
の
車
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
車
両
（
乗
用
車
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、

オ
ー
ト
バ
イ
等
）
が
走
行
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
が
、
道
路
を
安
全
に
走
行
し
、

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ブ
レ
ー
キ

ラ
ン
プ
や
ウ
イ
ン
カ
ー
等
の
装
置
が
し
っ
か

り
と
作
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
陸
運
事
務
所
で
は
、
警
察
や
自
動
車
技

術
総
合
機
構
、
自
動
車
整
備
振
興
会
等

と
協
力
し
て
、
離
島
を
含
む
県
内
各
所
で

実
際
に
道
路
を
走
行
し
て
い
る
車
両
を
検

査
す
る
「
街
頭
検
査
」
を
行
って
い
ま
す
。

　
車
両
検
査
の
結
果
、
保
安
基
準
に
適
合

し
な
い
（
お
そ
れ
の
あ
る
）
車
両
に
つ
い
て

は
、
整
備
命
令
を
発
令
し
、
改
善
を
促
す

ほ
か
、
使
用
者
に
対
し
て
点
検
整
備
の
重

要
性
を
周
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
を
運
行
す
る
車
両
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
情
報
を
読
み
取
り
、
こ
れ

を
車
検
証
情
報
と
照
合
し
、
車
検
切
れ
運

行
車
両
を
確
認
す
る
「
ナ
ン
バ
ー
自
動
読

取
装
置
」
を
導
入
し
た
街
頭
検
査
も
定

期
的
に
実
施
し
て
お
り
、
確
認
さ
れ
た
車

検
切
れ
運
行
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
警
告
書
を
交
付
し
、
直
接
指
導
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
街
頭
検
査
は
、
不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
こ
と
も
目
的
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
安
全
な
車
社
会
の
実
現
に
向

け
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
陸
運
事
務
所
　
整
備
部
門

☎
0
9
8
ー
８
７
５
ー
０
３
０
０

街頭検査における車検切れ車両の取締りの流れ（イメージ）

実 施 回 数：33回
検 査 台 数：1,845台
車検切れ警告車両数：30台

2019年度　街頭検査実施状況
（令和元年12月末時点）

仕
事
の

【農林水産部】No.7

農林高等学校等における
就農・就業に向けた講演会を

開催しました
　
農
林
高
等
学
校
、
農
業
大
学
校
な
ど
に
お

い
て
、
非
農
家
出
身
の
生
徒
（
学
生
）
が
増

加
す
る
中
、
卒
業
後
の
就
農
・
就
業
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
農
業
を
魅
力
と
や
り
が
い
の

あ
る
産
業
と
し
て
認
識
し
、
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産

部
経
営
課
で
は
、
農
林
高
等
学
校
、
農
業
大

学
校
な
ど
に
お
い
て
、
実
際
に
県
内
で
6
次
産

業
化
、※

G
A
P
、
農
業
女
子
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
農
業

者
や
事
業
者
の
取
組
を
知
る
こ
と
で
、
生
徒

（
学
生
）
の
農
業
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
将

来
の
就
農
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※

G
A
P
（G

ood A
gricultural Practice

）

と
は
、
農
業
に
お
い
て
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、

労
働
安
全
等
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め

の
生
産
工
程
管
理
の
取
組
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
9

月
27
日
に
沖
縄
県

立
北
部
農
林
高

等
学
校
、
10
月

7
日
に
沖
縄
県
立

南
部
農
林
高
等

学
校
に
お
い
て
、

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
伊
盛
牧
場
の
伊
盛

米
俊
氏
か
ら
、
石
垣
島
で
の
酪
農
経
営
、
自

社
牛
乳
や
地
元
農
産
物
を
活
か
し
た
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
加
工
・
製
造
・
販
売
へ
の
取
組
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
酪
農
経
営
を
目
指
す
取
組

や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に
か
け
る
想
い
に
、
生
徒
達
か

ら
は
、「
牛
1
頭
か
ら
始
め
た
農
業
が
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
り
発
展
す
る
こ
と
が
す
ご

い
」、「
苦
労
の
連
続
だ
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
続

け
る
こ
と
に
よ
り
自
分
の
農
業
が
で
き
る
と
思

う
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11

月
8
日
に
沖
縄
県

立
宮
古
総
合
実

業
高
等
学
校
に
お

い
て
、
農
業
者
の

佐
藤
千
晴
氏
か 講演会の様子（南部農林高等学校）

伊盛米俊氏

佐藤千晴氏

ら
、
農
業
高
校
及
び
東
京
農
業
大
学
在
学
中

に
お
け
る
自
ら
の
様
々
な
経
験
や
実
績
、
女
性

な
ら
で
は
の
感
性
を
活
か
し
た
イ
チ
ゴ
観
光
農

園
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
達
か
ら

は
、「
農
業
に
対
し

て
の
熱
意
や
楽
し

み
方
が
伝
わ
っ

た
」、「
農
業
＝
男

子
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
り
、
農

業
女
子
は
か
っ
こ

い
い
と
思
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
農
林

高
等
学
校
な
ど
で

は
、ス
イ
ー
ト
フ
ー

ズ
久
米
島
株
式
会

社
の
比
屋
根
和
弘

氏
、
株
式
会
社
み

や
ぎ
農
園
の
小
田

哲
也
氏
、
遠
藤
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
遠

藤
健
次
氏
に
、
自
ら
が
歩
ん
で
き
た
農
業
の

取
組
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
部
で
は
、
今
後
も
青
年
層
の
新
規
就
農
・

就
業
を
促
進
す
る
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
農
林
水
産
部
経
営
課
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6
次
産
業
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

農
業
女
子
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

遠藤健次氏 小田哲也氏 比屋根和弘氏
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仕
事
の

【
経
済
産
業
部
】

No.8

「
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
で
S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン
」

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
S
D
G
s
は
、
2
0
1
5
年
の
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェン
ダ
」
に
て

記
載
さ
れ
た
2
0
3
0
年
ま
で
に
持
続
可

能
で
よ
り
良
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標

で
、
17
の
ゴ
ー
ル
と
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
、
社
会

及
び
環
境
の
三

側
面
に
お
け
る

持
続
可
能
な
開

発
を
統
合
的
取

組
と
し
て
推
進

し
、
S
D
G
s
の

達
成
に
向
け
、

世
界
中
で
そ
の

取
組
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
県
内
企
業
の

S
D
G
s
へ
の
取
組
を
加
速
化
さ
せ
る
た

め
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
1
月
23
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
も

S
D
G
s
を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
方

策
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
視

点
か
ら
の
S
D
G
s
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
「
S
D
G
s
を
活
用
し
た

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
企
業
や
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
な
ど
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

S
D
G
s
に
深
い
知
見
の
あ
る
株
式
会
社

エ
ス
ス
リ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
　
代
表
取
締

役
　
川
田
勝
也
氏
よ
り
、
企
業
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
S
D
G
s
を
活
用
し
、
各
地

域
や
企
業
な
ど
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
新

し
い
価
値
の
創

造
に
も
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き

る
と
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、「
ビ
ジ

ネ
ス
視
点
で
取

り
組
む
S
D
G

s
ア
ク
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
の一部

を
紹
介
し
ま
す
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
か
ら
み
た

　
S
D
G
s
の
推
進
の
意
義
と
は
？

　
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
豊
富
な
現
代
に

お
い
て
、
売
り
込
み
し
て
も
必
ず
し
も

購
買
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
が
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
に

入
っ
て
く
る
中
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ひ

と
つ
と
し
て
「
社
会
の
た
め
に
な
る
＝

S
D
G
s
」
を
共
通
言
語
と
し
て
発

信
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

●
ど
の
ゴ
ー
ル
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

　
い
く
の
か
？

　
S
D
G
s
の
17
ゴ
ー
ル
全
て
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
通
し
、
自
社
事
業
で

は
考
え
て
こ
な
か
っ
た
社
会
課
題
に
気

づ
き
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
１７
ゴ
ー
ル
の
う
ち
、
コ
ア
と
な

る
事
業
部
分
を
重
点
的
に
取
り
組
む
中

で
、
異
業
種
と
接
点
を
持
っ
て
進
め
て

い
く
よ
う
な
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
は
様
々
で
す
が
、
ま
ず

は
自
社
の
現
状
を
確
認
す
る
「
指
針
」

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
活
用
す
る
こ
と
も
ひ

と
つ
の
方
法
で
す
。

●
最
後
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
、

「
S
D
G
s
は
国
際
的
に
、
企
業
を
始

め
と
す
る
社
会
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
沖
縄

で
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
や
、
沖
縄

だ
か
ら
保
有
す
る
技
術
な
ど
も
あ
り
、

世
界
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
自
社
の
事
業
で
社
会
に
ど
う
貢
献

し
て
い
く
か
、
具
体
的
に
考
え
る
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」
と
参

加
者
へ
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

た
。

　
S
D
G
s
へ
の
取
組
に
二
の
足
を
踏
ん

で
い
る
企
業
の
背
中
を
押
す
た
め
、
検
討

委
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
「
チ
ェッ
ク

ツ
ー
ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
事
業
を
棚

卸
し
し
つ
つ
、
17
ゴ
ー
ル
へ
紐
付
け
を
行
う

際
の
参
考
と
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
は
こ
れ
ま
で

「
S
D
G
s
」 

を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
S
D
G
s
チ
ェ
ッ
ク

 

ツ
ー
ル
」
の
公
表

「
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
か
ら
の
S
D
G
s
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

基調講演の様子

SDGsチェックツールの一部

ローンチイベントの様子

パネルディスカッションの様子

に
も
様
々
な
も
の
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
で
は
、
S
D
G
s
に
取
り
組

む
前
さ
ば
き
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
え
る

内
容
に
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
チ
ェッ
ク
ツ
ー
ル
は
当
局
経
済
産
業
部

H
P
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（http://ogb.go.jp/keisan/20200
203

）
　
当
部
が
推
進
し
て
い
る
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
協
議
会

で
は
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る
商
品・サ
ー

ビ
ス
提
供
を
行
う
県
内
事
業
者
と
県
内
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
も
に
、
S
D
G
s
の

達
成
に
寄
与
す
る
活
動
を
目
的
と
し
た

「O
KIN
A
W
A
 SS

　Project

」
を
昨

年
10
月
19
日
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
域

の
清
掃
活
動
へ
の
参
加
な
ど
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
も
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
S
D
G
s
）
を
企
業
な
ど
の
経
営

戦
略
へ
実
装
し
て
い
く
取
組
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
沖
縄
総
合
事
務
局
が
こ
れ
ま
で
向

き
合
っ
て
き
た
地
域
課
題
で
も
あ
る
「
こ

ど
も
の
貧
困
」、「
北
部
振
興・離
島
振
興
」

な
ど
は
S
D
G
s
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
に

も
合
致
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

S
D
G
s
と
い
う
概
念
が一般
的
に
浸
透

し
始
め
て
き
た
と
は
い
え
、〝
社
会
課
題
の

解
決
〞と〝
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
〞を
ど
う
リ
ン

ク
さ
せ
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ
う
に
マ
ネ
タ

イ
ズ
（
収
益
化
）
し
て
い
く
の
か
、
そ
の

仕
組
み
を
構
築
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
今
後
は
、
持

続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
上
の
差
別
化
戦
略
と
し

て
の
強
み
に
も
な
り
得
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
沖
縄
地
域
の
企
業
が

S
D
G
s
に
対
す
る
理
解
を
深
め
つ
つ
、

自
社
の
経
営
戦
略
に
具
体
的
に
落
と
し
込

ん
で
い
く
手
順
や
そ
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
学
ぶ

た
め
の
『
S
D
G
s
実
装
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』

を
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
12

月
か
ら
3
月
に
か
け
て
合
計
6
回
の
講
座

を
実
施
予
定
で
す
。
S
D
G
s
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

S
D
G
s
の
17
の
目
標
と
自
社
事
業
の
関

連
性
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
社
会
に
貢
献

で
き
る
事
業
領
域
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等

の
検
討
を
行
い
、
最
終
的
に
は
S
D
G
s

を
組
み
込
ん
だ
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
実
装
ゼ
ミ
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
建

設
業
、
ホ
テ
ル
業
、
広
告
業
、
製
造
業
、

金
融
業
、
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
幅
広

い
業
種
の
企
業
（
計
11
社
）
が
参
加
し
、

業
種
を
超
え
た
交
流
を
重
ね
な
が
ら
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
3
月
に
行
わ
れ
る
各

社
の
事
業
計
画
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
！

沖
縄
初
！
「
S
D
G
s
実
装
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
開
催

沖
縄
発
！
「
ス
ポ
ー
ツ

S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン
」

ス
タ
ー
ト

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　企
画
振
興
課
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ー
8
6
6
ー
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7
2
7
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ー
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ファシリテーター　
●伊波 貢 氏
（ブルームーンパートナーズ（株） 代表取締役）
パネリスト
●川田 勝也 氏
（（株）エススリーブランディング 代表取締役）
●豊川 明佳 氏
（沖縄大学法経学部 准教授）
●栩野 浩 氏
（（株）OTSサービス経営研究所 代表取締役）
●喜納 朝勝 氏
（沖縄県中小企業家同友会 代表理事）
●鈴木 薫　氏
（（独）国際協力機構沖縄センター 次長）
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仕
事
の

【
経
済
産
業
部
】

No.8

「
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
で
S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン
」

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
S
D
G
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は
、
2
0
1
5
年
の
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
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れ
た
「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェン
ダ
」
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て
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載
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た
2
0
3
0
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持
続
可

能
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よ
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世
界
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目
標

で
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17
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ゴ
ー
ル
と
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

か
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さ
れ
て
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す
。
経
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環
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三

側
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け
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持
続
可
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開
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統
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取

組
と
し
て
推
進

し
、
S
D
G
s
の

達
成
に
向
け
、

世
界
中
で
そ
の

取
組
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
経
済
産
業
部
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は
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県
内
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の

S
D
G
s
へ
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取
組
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加
速
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た
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様
々
な
取
組
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ま
す
。
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そ
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組
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介
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ま
す
。
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日
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
も

S
D
G
s
を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
方

策
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
視

点
か
ら
の
S
D
G
s
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
「
S
D
G
s
を
活
用
し
た

ブ
ラ
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デ
ィ
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企
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ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
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な
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ラ
ン
デ
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S
D
G
s
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深
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知
見
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あ
る
株
式
会
社

エ
ス
ス
リ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
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表
取
締
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川
田
勝
也
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の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
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D
G
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活
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地
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創
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介
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あ

り
ま
し
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次
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、「
ビ
ジ

ネ
ス
視
点
で
取

り
組
む
S
D
G

s
ア
ク
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
の一部

を
紹
介
し
ま
す
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
か
ら
み
た

　
S
D
G
s
の
推
進
の
意
義
と
は
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モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
豊
富
な
現
代
に
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い
て
、
売
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込
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し
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必
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し
も

購
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つ
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が
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。
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ミ
レ
ニ
ア
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ユ
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ザ
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な
ど
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っ
て
く
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中
、
マ
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ケ
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ィ
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の
ひ

と
つ
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し
て
「
社
会
の
た
め
に
な
る
＝

S
D
G
s
」
を
共
通
言
語
と
し
て
発
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こ
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が
大
切
で
す
。
ま
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Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
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こ
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で
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
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起
こ
せ
る
可
能
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あ
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ま
す
。

●
ど
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ゴ
ー
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ア
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ロ
ー
チ
し
て
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く
の
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S
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G
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ー
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事
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ネ
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
１７
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ち
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な
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取
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進
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様
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、
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。
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取
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献
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献
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●伊波 貢 氏
（ブルームーンパートナーズ（株） 代表取締役）
パネリスト
●川田 勝也 氏
（（株）エススリーブランディング 代表取締役）
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沖
縄
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

商
品
開
発
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

【
有
限
会
社
宮
城
菓
子
店
】

　
同
社
は
石
垣
島
で
大
正
11
年

（
1
9
2
2
年
）
に
創
業
し
た
菓
子
メ
ー

カ
ー
で
、
創
業
以
来
地
域
資
源
を
活
用
し

た
お
菓
子
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま

す
。
紅
芋
、
塩
、
黒
糖
な
ど
の
食
材
だ
け

で
な
く
、
伝
統
織
物
や
伝
統
行
事・文
化
、

景
観
も
重
要
な
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、

同
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
中
小
企
業
庁
「
国
内
・
海

外
販
路
開
拓
強
化
支
援
事
業
」
を
活
用

し
、
ミ
ン
サ
ー
型
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ

や
沖
縄
の
塩×

黒
糖
を
活
か
し
た
ク
ッ

キ
ー
の
商
品
開
発
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。今
後
も
、

沖
縄
の
お
菓

子
を
通
し
て

地
域
資
源
の

魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
を

念
頭
に
製

造
・
開
発
に

努
め
て
い
ま

す
。

No.9

仕
事
の

【
経
済
産
業
部
】

【
大
髙
商
事
株
式
会
社
】

　
同
社
は
、
沖
縄
の
豊
富
で
優
れ
た〝
地

域
資
源
〞を
上
手
く
活
か
し
た
魅
力
あ
る

商
品
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
琉
球
も
ろ

み
酢×

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
商
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
中
小
企
業
庁
「
J
A
P
A
N

ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

琉
球
も
ろ
み
酢
の
ほ
か
に
、
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
、
黒
糖
、
ア
セ
ロ
ラ
な
ど
沖
縄
県
産

の
原
材
料
を
活
用
し
た
、
飲
み
や
す
い
味

わ
い
や
香
り
、
形
状
も
含
め
て
パッ
ケ
ー
ジ

も
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
に
す
る
商

品
改
良
を
進

め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。「
飲

み
や
す
い
・
持

ち
運
び
や
す

い
・
続
け
や
す

い
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
、

皆
様
に
末
永

く
ご
愛
用
い
た

だ
け
る
商
品

開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

　
経
済
産
業
部
中
小
企
業
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
１
７
５
５

沖縄の塩を活用した商品開発中の様子

琉球もろみ酢を活用した商品開発中の様子
商品開発中の
パッケージ

表
面
処
理
技
術
の

　
　
　
　
　定
着
に
向
け
て

　
沖
縄
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、「
も

の
づ
く
り
技
術
週
間
（
1
月
27
日
か
ら一

週
間
）」
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
企
業
間

と
学
術
研
究
機
関
等
と
の
産
学
官
連
携
や

交
流
を
通
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
等
、
も
の
づ
く
り
振
興

を
目
的
に
、
も
の
づ
く
り
技
術
展
（
各
企

業
の
パ
ネ
ル
展
示
等
）
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
で
は
、

地
域
中
核
企
業
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業
（
委
託
先
：
有
限
責
任
監
査

法
人
ト
ー
マ
ツ
）
に
よ
り
、
表
面
処
理
技

術
に
よ
る
製
品
の
高
付
加
価
値
化
に
向
け

た
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、

機
械
及
び
食
品
企
業
を
対
象
に
「
も
の
づ

く
り×
表
面
処
理
セ
ミ
ナ
ー
（
1
月
31

日
）」
を
も
の
づ
く
り
技
術
週
間
の一環
と

し
て
開
催
し
約
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
各
登
壇
者
は
、
表
面
処
理
技
術
（
電

No.10

仕
事
の

【
経
済
産
業
部
】

気
め
っ
き
、
ア
ル
マ
イ
ト
、
溶
射
法
）
の

概
要
や
、
県
内
産
業
へ
の
新
た
な
活
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
直
接

溶
射
し
た
場
合
の
安
全
性
な
ど
、
実
務
的

な
質
問
が
飛
び
交
い
、
各
社
の
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
で
は
、

引
き
続
き
表
面
処
理
技
術
の
活
用
促
進
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

有限会社竹田鍍金工業
代表取締役　神谷篤氏

　
経
済
産
業
部
　
地
域
経
済
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
3
0

1
．沖
縄
も
の
づ
く
り
技
術
週
間

2
．も
の
づ
く
り×

表
面
処
理
セ
ミ
ナ
ー

屋根付き広場大宜味村の「村の蝶々」であるコノハチョウを模した施設

コノハチョウ

内閣府だより

やんばるの森ビジターセンター  グランドオープン

　やんばるの豊かな自然・文化の魅力を発信することを目的に内閣府の北部振興事業として整備された大宜味村「や
んばるの森ビジターセンター」が令和 2年 2月 22日にグランドオープンしました。
　やんばるが世界自然遺産登録を目指す中、豊かな自然を疑似体験できるドームシアターや VR の活用、特産品を
取り備えた販売所や地元の食材を生かしたレストランなどを通してやんばるの魅力を発信していきます。

　令和 2年 2月 15 日～ 16日にかけて、衛藤沖縄担当大臣は宮古島及び石垣島を訪問しました。宮古島では海業
センターや地下ダム資料館、平良港など、また 石垣島では県立八重山病院や「子どもの居場所」である子どもホッ！
とステーションなど沖縄振興の現場を視察するとともに首長の方々等と意見交換を行いました。

衛藤大臣の沖縄訪問

ドームシアター

宮古島市海業センター

伊良部大橋（宮古島市側） 石垣港離島ターミナル

㈱石垣の塩

特産品販売所

45g［リバイアス］

クエン酸
必須
アミノ酸
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特集

2 令和２年度沖縄振興予算（案）
沖縄の自立的発展、県民の暮らしの向上を目指し、3,010億円を計上

特集

1 首里城復元に向けた技術検討委員会を開催！
首里城復興モデルコース

特集

3 第８回ものづくり日本大賞（優秀賞）
ミヤギパッケージより５名受賞

昨年

むりぶし
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